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こ
ん
に
ち
は
市
長
の
塗
木
で
す
。

大
学
生
に
南
九
州
市
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
鹿
児
島
大
学
が
実
施
し
て
い
る

「
か
ご
し
ま
課
題
解
決
型
キ
ャ
リ
ア
実
習

（
職
業
体
験
）」
に
、
令
和
５
年
度
か
ら
参

加
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
交
流
拠

点
づ
く
り
を
実
践
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
４
人
の
学
生
に
応

募
い
た
だ
き
、
実
際
に
南
九
州
市
内
に
宿

泊
し
な
が
ら
延
べ
10
日
間
の
キ
ャ
リ
ア
実

習
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
は
、
人
口
減
少
と
空
き
家
の
増
加
と

い
う
社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
行
政

と
地
域
が
官
民
連
携
し
た
空
き
家
と
移
住

の
総
合
相
談
所「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
（
コ
ン
ネ
）」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
の
協
力
も

い
た
だ
き
な
が
ら
、
学
生
が
市
の
魅
力
探

し
や
地
域
づ
く
り
の
実
践
者
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
、
地
域
資
源
で
も
あ
る
空
き

家
の
活
用
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
考
え

て
い
た
だ
き
、
実
習
の
最
終
日
に
は
参
加

さ
れ
た
４
人
か
ら
、「
小
さ
な
町
の
美
術

室
」・「
不
登
校
児
も
み
な
、
魅
力
」・「
充

電
す
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」・「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
拠

点
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
（
空
き
家
爆
速
再
生
理

論
）」
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア

を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

南
九
州
市
は
、
空
き
家
の
賃
貸
比
率
が

県
内
で
最
も
低
く
、
空
き
家
を
活
用
し
た

移
住
定
住
対
策
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
キ
ャ
リ
ア
実
習
に
よ
り
若
い

方
々
が
考
え
た
ア
イ
デ
ア
は
、
南
九
州
市

が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
一
つ

の
指
針
と
な
る
も
の
と
思
い
ま
し
た
。

凝
り
固
ま
っ
た
思
考
だ
け
で
は
、
な
か

な
か
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
も

提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

移
住
を
希
望
す
る
方
が
〝
わ
く
わ
く
〟
す

る
よ
う
な
南
九
州
市
な
ら
で
は
の
施
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
活
用
可
能
な
空
き
家
を
所
有
し

て
い
る
方
や
、
空
き
家
の
利
用
を
検
討
し

て
い
る
方
は
、
是
非
、
空
き
家
と
移
住
の

総
合
相
談
所
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
に
、
ご
相
談
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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全国茶品評会「産地賞」２位
県茶品評会「産地賞」および「農林水産大臣賞」とW受賞！

受
賞
が
決
ま
っ
た
時
の
気
持
ち
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
度
、
令
和
７
年
度
鹿
児
島
県
茶

品
評
会
に
お
い
て
、
栄
誉
あ
る
農
林
水

産
大
臣
賞
を
賜
り
、
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
川
辺
町
か
ら
の
同
賞
受
賞
は
、

市
町
村
合
併
前
年
の
平
成
18
年
に
開
催

さ
れ
た
九
州
茶
品
評
会
以
来
、
約
20
年

ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
そ
の
歴
史
を
思
う

と
、
今
回
の
受
賞
は
地
域
に
と
っ
て
大

き
な
励
み
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

出
品
に
あ
た
っ
て
は
、
摘
採
や
被
覆

の
撤
去
作
業
な
ど
、
多
く
の
場
面
で
加

工
部
会
員
の
仲
間
に
助
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
工
場
の
仕
事
で
忙
し
い
中
、

労
を
惜
し
ま
ず
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た

県
茶
品
評
会
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

　
　
　
　
　
　
　

川
原
三
郎
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

全国茶品評会　
普通煎茶 10㎏
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鹿児島県茶品評会
普通煎茶
̍౳ɹ೶ྛਫ࢈େਉ৆ɹɹɹ川ݪ੡஡ɹ川ࡾݪ࿠
ɹɹɹ೔ຊ஡ۀதԝձ௕৆ɹๅ୅੡஡ɹሟ୅ོ׮

શࠃ஡ੜ࢈࿈ձ௕৆ɹʢ༗ʣάϦʔϯςΟ੢ݪ
ʣઇؙୈҰ੡஡ג࿈ձ௕৆ɹʢڠ೶ࡁܦݝ

̎౳ɹʢ༗ʣϚϧϚα੡஡ɺʢ༗ʣӬࢁ੡஡

࿠͞Μࡾݪେਉ৆Λड৆ͨ͠川࢈஡඼ධձ೶ྛਫݝ

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
振
興
局
や
市
役
所
、
農
協

等
の
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
方
に
も
日
頃

よ
り
ご
指
導
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
支
え
や
日
頃
か
ら
応
援

し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
々
の
お
か
げ

で
、
こ
の
度
の
受
賞
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
一
葉
一
葉
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、
誇
れ
る

お
茶
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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毎
年
、
市
内
各
地
で
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
や
生
活
環
境
へ
の
被
害
が
発

生
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
主
体

的
な
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

農
地
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と
や
、

隠
れ
場
所
を
な
く
す
こ
と
、
電
気
柵

を
適
切
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
な

ど
、
身
近
な
取
り
組
み
が
大
き
な
効

果
を
生
み
ま
す
。

今
月
の
特
集
は
、
市
が
進
め
る
支

援
制
度
と
共
に
、
私
た
ち
が
実
践
で

き
る
身
近
な
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

鳥
獣
被
害
を
防
ぐ
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被害の現状を知る
増える県内の有害鳥獣による被害
༗֐ௗ्ͱ͸ɺ͜͜Ͱ͸೶࡞෺ͳͲʹඃ֐Λ΋ͨΒ͢໺
ੜௗ्ͷ͜ͱΛ͠ࢦ·͢ɻࣛࣇౡݝ಺Ͱ͸ɺΠϊγγ΍γΧɺ
αϧͱ्͍ͬͨྨɺώϤυϦɺΧϥεͱ͍ͬͨௗྨʹΑΔඃ
Ε͍ͯ·͢ɻ͞ࠂଟ͘ใ͕֐
ྩ࿨̒೥౓ʹݝ಺Ͱൃੜͨ͠೶࡞෺΁ͷௗ्ඃֹۚ֐

ʢ଎ใ஋ʣ͸ɺաڈ�� ೥Ͱ࠷ଟͱͳΔલ೥౓ൺ ��ˋ૿ͷ
̑ԯ�
���ສԁͱͳͬͯ ͍·͢ɻ
ௗ्छྨผͰ͸ɺશମͷׂ̔ΛώϤυϦʢ̎ԯ �
��� ສ
ԁʣɺ࣍ ͍ͰΠϊγγʢ ԯ̍ �
���ສԁʣɺγΧʢ�
���ສԁʣ
ʹΑΔඃ͕֐઎Ί͍ͯ·͢ɻͦΕҎ֎ͷͦͷଞ्ྨʹΑΔ
ඃ֐͸ �
���ສԁͰɺαϧʢ�
���ສԁʣɺΧϥεʢ�
���ສԁʣɺΞφάϚʢ��� ສԁʣͷඃ͕֐໨ཱͪ·͢ɻ
ଟͷ࠷෺ผͰ͸ɺՌथ͕࡞ ԯ̍ �
���ສԁɺਫҴ͕ ԯ̍ �
���ສԁɺ͍΋ྨ͕ ԯ̍ �
���ສԁͰͨ͠ɻ

南九州市の状況
ͰਪҠͯ͠ޙ͸ɺຖ೥���ສԁલֹ֐෺ͷඃ࡞ௗ्ʹΑΔ೶֐ͷ༗ࢢ ͓ΓɺਫҴͰ͸ೕख़͝ظΖɺαπϚΠ
ϞͰ͸ఆ২͔ظΒੜҭظʹ͔͚ͯɺ·ͨ೥ؒΛ௨ͯ͠ ֹ֐ɻඃ͢·͍ͯ͑૿͕֐઀͢Δ΄৔प辺Ͱͷඃྡʹྛࢁ
ʹ͸্͞ܭΕ͍ͯ·ͤΜ͕ɺ೶࡞෺Ҏ֎Ͱ͸ΠϊγγʹΑΔ΄৔प辺ͷ۷Γ͜͠ىɺλψΩ΍Χϥεͷฅ֐ʹΑΔ
ੜ׆΍சڥ؀࢈ͷѱԽͳͲͷඃ֐૬ஊ΋͋Γɺௗ्ඃ֐͸Ӧ೶ҙཉ௿ԼͳͲͷݪҼͱͳͬͯ ͍·͢ɻ

アナグマ
ɾٰྕ஍͔Βࢁ஍
ʹ͔͚ͯͷྛࢁ
ͳͲͷࣼ໘΍໦
ͷࠜݩͳͲͷ΄
͔ɺਓՈ΍ަ௨ྔͷଟ͍ಓ࿏ͷྛԑʹ
΋ൟ৩༻ͷ૥݀Λ࡞Δ৔߹͕͋Δɻ
ɾجຊతʹ໷ੑߦɺனؒ͸૥݀Ͱٳଉ
͠ɺ฼ࢠΛத৺ͱͨ͠਺಄ͷ܈ΕͰੜ
༗͢Δɻڞɺ૥݀΍ೄுΓΛ͠׆
ɾϛϛζΛओͳΤαͱͨ͠ࡶ৯ੑͰɺࠛ
஬ྨ΍ΠνΰͳͲͷ؁ຯ͕͋ΔӷՌྨ
Λ޷ΜͰ৯΂Δɻ
ɾ��݄ʙ݄̐ʹ͔͚ͯ૥݀Ͱౙ຾͠ɺ
ౙ຾໌͚ʹฏ̎ۉ಄ग़͢࢈Δ

イノシシ
ɾฏ໺෦͔Βࢁ஍
ʹ͔͚ͯͷ৿ྛ
΍೶ߞ஍ͳͲͷ
΄͔ɺ২෺Λத
৺ͱͨ͠ࡶ৯ੑͰɺΤαͱͳΔ૲ͷࠜɺ
छࢠͳͲ͕๛෋ʹଘ͢ࡏΔूམप辺ʹ
ੜଉ͠΍͍͢ɻ
ɾجຊతʹബ฻ɾബ໌ʹߦಈ͢Δ͕ɺਓ
ಈɻ੒्ͷΦε׆ΕΔͱ೔த΋׳ʹؒ
͸୯ಠɺϝε͸ࢠͲ΋Λ࿈Εͯ܈ΕͰ
ੜ͢׆Δɻ
ɾҶ΍ࠜܪɺλέϊίɺࠛ஬ͷ༮஬΍ϛ
ϛζͳͲͳΜͰ΋৯΂Δɻ
ɾ೥̍ճɺଟ͘͸݄̑ࠒʹฏ̐ۉʙ̑಄
Λग़ͦ͠࢈ͷ൒਺͕੒्ʹͳΔɻ

˞Πϊγγ͓ΑͼΞφάϚͷ྆ํ͕Ճ͍ͯ͠֐Δ৔
߹͸ɺΠϊγγͰΧ΢ϯτ͍ͯ͠·͢ɻ

市内での主な被害相談・捕獲依頼件数
Ճ֐ௗ् 3� 3� 3�
Πϊγγ �� �� ���
γΧ � � �
αϧ � � �
ΞφάϚ �� �� ��
λψΩ � � �
Χϥε � � �

ܭ ��� ��� ���

೶࡞෺ Ճ֐ௗ् 3� 3� 3� 3� 3�
Ҵ Πϊγγ �
��� �
��� ��� ��� ���

౾ ྨ Πϊγγ � � � � �
ࡶ ࠄ Πϊγγ � � � � �
෺࡞ྉࣂ Πϊγγ ��� � � � ���

Πϊγγ � � ��� �� �
ΞφάϚ � � �� � �
λψΩ � � ��� � �
Πϊγγ ��� ��� ��� �
��� ���
ΞφάϚ ��� ��� ��� � ��

�
��� �
��� �
��� �
��� �
ܭ���

͍ ΋ ྨ

໺ࡊ

೶࡞෺ผௗ्ผඃֹۚ֐ ʢ୯Ґɿઍԁʣ

市の主な加害鳥獣の特徴
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鳥獣から農地を守る
ʯʮੜࢭɺʮ৵ೖ๷͖ͮجʹըܭըΛཱ͍ͯͯ·͢ɻͦͷܭΛ๷͙ͨΊͷ֐෺ͳͲͷඃ࡞Ͱ͸ɺௗ्ʹΑΔ೶ࢢ
ଉ؅ڥ؀ཧʯʮݸମ؅܈ཧʯͱ͍͏̏ ͭͷରࡦΛ૊Έ߹Θͤͨ૯߹తͳऔΓ૊ΈΛɺ஍Ҭ͕ओମͱͳͬͯ ั֫ै
Βͯ͠ݮΛ֐ͷԼʹ࣮ફ͠ɺඃྗڠͳͲͷऀࣄ ͍͖·͠ΐ͏ɻ

１）侵入防止
ௗ्ʹΑΔඃ֐ΛݮΒ͢ʹ͸ɺ෺ཧతʹ৵ೖΛ๷͙͜ͱ
΋ඞཁͰ͢ɻࢢͰ͸ɺ೶Ոͷํʑ͕҆৺ͯ͠ Ӧ೶Ͱ͖ΔΑ͏ɺ
ઃͷઃஔΛαϙʔτ͢Δิॿ੍౓ࢪࢭͳͲͷ৵ೖ๷ࡤؾి
Λઃ͚͍ͯ·͢ɻߪೖඅ༻ͷҰ෦Λิॿ͢Δ͜ͷ੍౓Λར
༻ͯ͠ ɺେ੾ͳ೶஍ΛकΓ·͠ΐ͏ɻ

·ͨɺ৵ೖ๷ࡤࢭ͸ઃஔͯ͠ ऴΘΓͰ͸ͳ͘ɺͦͷޮՌ
ΛܧଓతʹҾ͖ग़ͨ͢Ίͷదਖ਼ͳҡ࣋؅ཧ͕ॏཁͰ͢ɻ
Ͱ͋Ε͹ɺ्छʹ߹Θࡤؾ಺Ͱओʹઃஔ͞Ε͍ͯΔిࢢ
ͤͯిઢͷִؒ΍ஈ਺͕ҟͳΔͨΊɺͦͷ͞ߴΛਖ਼͘͠ઃ
ஔ͢Δ͜ͱͰޮՌΛൃ͠ش·͢ɻిྲྀ͕ؾΕΔ͜ͱΛௗ्
ʹֶशͤ͞Δʮ৺ཧࡤʯͰ͋Δͱ͍ΘΕɺ૲מΓ΍ిઢͷ
எΈվળͳͲͷ௨ৗͷϝϯςφϯε͸΋ͪΖΜɺ௨ిͯ͠ ͍
ͳ͍ঢ়ଶΛֶशͤ͞ͳ͍Α͏ɺౙق΋௨ిΛଓ͚Δɺ·ͨ
͸ౙق͸ఫ͢ڈΔͳͲͷ؅ཧ͕େ੾Ͱ͢ɻ

２）生息環境管理　～地域でできることからはじめよう～
ඃ֐ΛݮΒۙ͢ಓ͸ɺௗ्͕دΓ෇͘ݪҼΛऔΓআ͘͜ ͱͰ͢ɻௗ्ͷΤαͱͳΔ΋ͷΛͳ͘͠ ͨΓɺӅΕ৔ॴ
ʹͳΔໜΈΛͨͬמΓ͢Δ͜ͱͰɺඃ֐๷ࢭ΍ั֫ͷޮՌ͕ߴ·Γ·͢ɻ஍ҬͰͯ͠ྗڠ ɺ਎ۙͳ৔ॴ͔ΒͰ͖
ΔରࡦΛ࢝ΊͯΈ·͠ΐ͏ɻ
ポイント１．鳥獣の「えさ場」をなくす
˙ऩ֭ޙͷ೶஍Λ͖Ε͍ʹ
೶஍Ͱ͸ɺऩ֭ޙͷ͞࢒Λ์ஔͯ͠ ͍Δͱௗ्ΛݺͼͤدΔݪҼʹͳΓ·͢ɻ
・稲刈り後ɿҴͷ੾Γ͔גΒ࠶ͼੜ͑ͯ͘Δʮͻ͜͹͑ʯ͸ௗ्ͷΤαʹͳΔͨΊɺ
ऩ֭͏ߞʹޙΜ͠ɺ౔தʹ͖͢ࠐΈ·͠ΐ͏ɻ

・野菜や芋の収穫後ɿാʹͨͬ࢒໺ͣ͘ࡊ΍Ҷͷ࢒ΓΛ์ஔ͠ͳ͍Α͏ʹɺ͖Ε͍ʹ
ย෇͚·͠ΐ͏ɻ

˙Ռथͷ؅ཧΛపఈ͢Δ
ՌथԂͰ͸ɺ์ஔ͞ΕͨՌ࣮͕ௗ्ͷΤαʹͳΒͳ͍Α͏ʹ؅ཧ͢Δ͜ͱ͕ॏཁͰ͢ɻ
・樹高の調整ɿ͢΂ͯͷՌ࣮Λऩ֭Ͱ͖ΔΑ͏ʹɺ໦ͷ͞ߴΛ௿͘อͪ·͠ΐ͏ɻ
・放置果樹の撤去ɿ؅ཧ͞Ε͍ͯͳ͍Ռथʢ์೚Ռथʣ͸ɺௗ्ͷӅΕՈ΍Τα৔ͱͳΔͨΊɺെͯ͠࠾ఫ͠ڈ
·͠ΐ͏ɻ
͜ΕΒͷରࡦ͸ɺௗ्͕೶஍ʹۙͮ͘ͷΛ๷͙ͨΊʹෆՄܽͰ͢ɻ೶஍Λ͖Ε͍ʹอͭ͜ͱͰɺඃ֐Λະવʹ
๷͗·͠ΐ͏ɻ
ポイント２．鳥獣の「隠れ場所」をなくす

࣏ࣗձ΍೶஍प辺ʹௗ्͕ӅΕΔ৔ॴΛ࡞Βͳ͍͜ͱ͕ɺඃ֐Λ๷্͙Ͱඇৗʹॏ
ཁͰ͢ɻҎԼͷରࡦΛపఈ͠·͠ΐ͏ɻ

・荒れた農地や茂みをなくすɿௗ्͕਎ΛજΊΔ৔ॴΛͳͨ͘͢Ίɺ࢖ΘΕͳ͘ͳͬ
ͨ೶஍΍ɺാɺՏ川प辺ͷໜΈ΍ϠϒΛఆظతʹखೖΕ͠ɺ͖Ε͍ʹ͠·͠ΐ͏ɻ

・見通しを良くするɿ೶஍ͷपΓʹ؇িଳʢௗ्ͷ৵ೖΛ஗ΒͤΔͨΊͷۭ͖εϖʔ
εʣΛઃ͚ͨΓɺ໦ʑͷࢬΛ෷ͬͨΓͯ͠ɺݟ௨͠Λྑ͘อͪ·͠ΐ͏ɻ͜ΕʹΑΓɺ
ௗ्͕ӅΕΔ৔ॴ͕ݮΓɺਓͷଘࡏΛΞϐʔϧ͢ΔޮՌ΋͋Γ·͢ɻ
͜ΕΒͷରࡦ͸ɺௗ्ͨͪΛͤد෇͚ͳ͍ͨΊͷୈҰาͰ͢ɻ೔͔ࠒΒڥ؀Λ੔͑
Δ͜ͱͰɺඃ֐Λະવʹ๷͗·͠ΐ͏ɻ

鳥獣被害防止施設整備事業（市）の申請件数 ʢ୯Ґɿ݅ʣ

छผ 3� 3� 3� 3� 3�

ి ؾ ࡤ �� � � �� ��
˞ 3�ͱ3�͸ɺ༧ఆ͍ͯͨ͠༧ࢉʹୡͨͨ͠Ίड෇ऴྃ

市が取り組む補助制度等
鳥獣被害防止施設整備事業（市）
˔಺　༰ɿௗ्ʹΑΔ೶࡞෺ඃ֐Λ๷͙ͨΊ

ͷࢪઃʢిࡤؾ΍๷ௗωοτͳͲʣ
ͷߪೖඅͷิॿ

˔ର৅ऀɿຊࢢʹॅΉൢച೶Ո
˔ิॿֹɿ̏෼ͷ̍ʢิॿ্ֹ̏ݶສԁʣ

鳥獣被害防止施設整備事業（国県）
˔಺　༰ɿௗ्ʹΑΔ೶࡞෺ඃ֐Λ๷͙ͨΊ

ͷࢪઃʢిࡤؾɾϫΠϠʔϝογϡ
ʣͷઃஔࡤɾۚ໢ࡤ

˔ର৅ऀɿडӹށ਺͕̏ށҎ্ͷ೶Ոஂମ
　　　　　˞֤छཁ݅༗
˔ิॿ　ࡐࢿඅͷΈ
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ྌ༑ձͱ͸ɺङྌ໔ڐΛ࣋ͭਓͨͪͷஂମͰ͢ɻङྌظʹङྌΛߦ
͏͚ͩͰͳ͘ɺۙ೥ਂࠁԽ͢Δ༗֐ௗ्ͷඃ͔֐Β஍ҬΛकΔͨΊɺ
ΒͷґཔΛड͚ɺั͔ࢢ ɺ͔͠׆ͱͯ͠ઐ໳తͳ知ࣝͱٕज़Λऀࣄै֫
Ұ೥Λ௨ͯ͠༗֐ௗ्ͷั֫׆ಈʹਚྗ͍ͯ͠·͢ɻࡏݱɺࢢ಺ʹ͸
��ਓͷྌ༑ձձһ͕ࡏ੶͠ɺ׆༂͍ͯ͠·͢ɻ
～狩猟をするためには～
ङྌΛ࢝ΊΔʹ͸ɺ·ͣङྌ໔ݧࢼڐʹ߹֨͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻ
͜ͷݧࢼ͸ɺ๏཯΍ௗ्ͷ知ࣝɺྌ۩ͷѻ͍ํΛ໰͏΋ͷͰ͢ɻ໔ڐ
Λऔಘͨ͠ΒɺङྌΛ͍ͨ͠౎ಓ෎ݝͰຖ೥ङྌऀొ࿥Λ͍ߦ·͢ɻ
ొ࿥͸ङྌ੫ͳͲΛೲΊɺ๏཯ͰఆΊΒΕͨङྌؒظ಺ͰͷΈङྌΛ
ʹΔ͜ͱͰɺ҆શͤ·ࡁՄ͢Δ΋ͷͰ͢ɻ͜ΕΒͷखଓ͖Λ͢΂ͯڐ
ङྌΛ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

　南九州市猟友会会長 菊永忠行さんにお話を聞きました
ྌ༑ձ͸ɺ頴ѧɾ知ཡɾ川ลͷࢢೆ۝भͪͨࢲ ۉ੒͞Εɺฏߏ෦Ͱࢧ� ͷࡀ�� �� ਓ͕׆ಈ͍ͯ͠·͢ɻङྌ
ɻั֫ͷͨΊͷ͢·͍ͯ͠ࢪಈΛ࣮׆ௗ्ͷั֫֐΍೶Ո͔ΒͷґཔΛड͚ͯɺ༗ࢢ͸΋ͪΖΜɺ೥ؒΛ௨ͯ͡ظ
ॐث΍໢ɺΘͳΛ࢖༻͢Δʹ͸ङྌ໔ڐΛऔಘ͠ɺङྌऀొ࿥Λࡁ·ͤͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻ
ॅຽͷిࡤؾઃஔͳͲͷରࡦʹΑͬͯ΋ɺ༗֐ௗ्ʹΑΔੜڥ؀׆΍೶࡞෺ͳͲ΁ͷඃࡍ࣮͕֐ʹੜ͍ͯ͡Δɺ
·ͨ͸ͦͷ͓ͦΕ͕͋Δ৔߹ʹɺࢢͷั֫ࣔࢦʹै͍ɺਝ଎ʹั֫׆ಈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
͍ͯ͠ݙߩʯͱͯ͠ࡆͷޙ࠷΍஍ҬΛकΔʮऀࣄैۀ͸೶ͪͨࢲͰɺࠁਂ͕֐෺ඃ࡞಺Ͱ͸ΠϊγγʹΑΔ೶ࢢ
Δͱࣗෛ͠ɺ೔ʑɺั ɺߴಈʹਚྗ͍ͯ͠·͢ɻ͔͠͠׆֫ ྸԽ΍୲͍खෆ଍Ͱ׆ಈܧଓ͕೉͘͠ͳ͖͍ͬͯͯ·͢ɻ
ͦ͜Ͱɺͪͨࢲ͸஍ҬΛकΔ৽ͨͳ஥ؒΛืू͠·͢ɻ͜ͷ஍ͰഓΘΕͨϕςϥϯͷݧܦΛ࣍ੈ୅ʹܧঝ͠ɺௗ्
ඃ֐ͷͳ͍҆৺ͯ͠฻ΒͤΔೆ۝भࢢΛकΔͨΊɺ͋ͳͨͷࢀՃΛ͓଴͍ͪͯ͠·͢ɻ

鳥獣から農地を守る
３）個体群管理　～有害鳥獣の捕獲対策～
·؅ཧʯͷ͞ڥʯʮੜଉ؀ࢭͰ͸ɺલड़ͷʮ৵ೖ๷ࢢ
͟·ͳରࡦʹΑͬͯ΋ඃ֐Λ๷ࢭ·ͨ͸ܰݮͰ͖ͳ͍ͱ
͖ʹɺ೶ऀۀͳͲඃ֐Λड͚ͨਓ͔Βͷඃ֐௨ใ͓Α
ͼั֫ґཔʹΑΔඃ֐ঢ়گͳͲͷ֬ೝޙɺั֫ैऀࣄ
ͷྗڠͷ΋ͱͰ༗֐ௗ्ͷั֫Λ࣮ͯ͠ࢪ ͍·͢ɻ
༗֐ௗ्ͷั֫͸ɺͪͨࢲͷ҆શͳੜ׆ͱ๛͔ͳࣗ
વΛकΔͨΊͷେ੾ͳऔΓ૊ΈͰ͋ΓɺͦͷӨʹ͸ྌ༑
ձΛத৺ͱͨ͠ั֫ैऀࣄͷݙ਎తͳ౒ྗ͕͋Γ·͢ɻ

有害鳥獣捕獲事業補助金
˔಺　༰ɿ༗֐ௗ्Λั֫ͨ͠׆ʹࡍಈܦඅΛڅࢧ
˔ର৅ऀɿ༗֐ௗ्ั֫ैऀࣄʢ͔ࢢΒ༗֐ௗ्ั

Λड͚ͨਓʣࣔࢦ֫
˔ิॿֹɿɾΠϊγγɾγΧʹ ��
��� ԁ
　　　　　ɾΞφάϚɾλψΩʹ �
��� ԁ
　　　　　ɾΧϥεʹ �
��� ԁ　΄͔
ֹͨ͠ࢉ߹ͷަ෇ۚͱࠃ˞　　　　　

人材の確保
˔಺　༰ɿङྌ໔ݧࢼڐॳ৺ऀߨशձΛड͠ߨɺ৽

ΈͷࠐݟͱͳΔऀࣄௗ्ั֫ै֐༗ʹن
͋Δਓ

˔ิॿֹɿडߨྉͷ൒ֹ

鳥獣被害対策実践事業
˔಺　༰ɿௗ्ඃ֐ରࡦʹඞཁͳั֫ࡐػͳͲͷିग़
˔ର৅ऀɿ༗֐ௗ्ั֫ैऀࣄʢ͔ࢢΒ༗֐ௗ्ั֫ࣔࢦ

Λड͚ͨਓʣ
˔ିग़౳ɿখܕɾେܕശΘͳɺηϯαʔΧϝϥɺిࢭؾΊ

͔΄　ࢗ͠

猟犬治療費等補助金
˔಺　༰ɿ༗֐ௗ्ั֫׆ಈʹىҼ͢

Δྌݘͷපؾ΍έΨʹର͢
Δ࣏ྍඅͳͲΛࢧԉ

˔ิॿֹɿ࣏ྍඅิॿ　্ݶ ��ສԁ
෣ۚ　̍಄̑ສԁݟ๢ࢮ　　　　　

市が取り組む補助制度等 捕獲強化対策

①農作物などの被害通報
　　‑ ͱௗ्ͷࠂͷใگঢ়֐ඃʹࢢ

ั֫ґཔ
②被害状況の確認
　　‑ ஍֬ೝʹΑΓั֫ͷඞݱ͕ࢢ

ཁੑΛ൑அ
③捕獲の依頼
　　‑ ૬ஊ͠ั֫ʹऀࣄै֫ั͕ࢢ

ґཔ
④捕獲の実施
͸ॐɾΘͳɾ໢ྌऀࣄै֫ั　　　　

Ͱั࣮֫ࢪ

捕獲実施までの流れ猟友会とは
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　沖縄戦における陸軍の特攻隊は九州南部の飛行
場をはじめ、南西諸島、台湾から出撃しています。
台湾には第８飛行師団の司令部が置かれ、所属す
る誠飛行隊、飛行戦隊は約６００ｋｍ先の沖縄を
目指して出撃していきました。
　台湾から行われた特攻作戦はどのようなもの
だったのか。台湾から出撃した特攻隊に焦点を当
て、遺された遺品を通してその実相を明らかにし
ます。
　台湾には陸軍の飛行場がいくつもありましたが、
その中でも特攻隊が出撃した宜蘭飛行場跡には今
なお当時の施設が残っています。現地に残る遺構
や特攻の展示がされている施設を紹介します。

開催期間：2025 年 11 月１日（土）
　　　　　～ 2026 年３月 31 日（火）
会場：知覧特攻平和会館（企画展示室）

台湾から出撃した
陸軍沖縄特攻

戦後 80 年　秋の特別企画展

誠第 35 飛行隊　遠藤秀山大尉「遺書」
（昭和20年5月3日台中飛行場から出撃）

飛行第 20 戦隊　及川眞輔大尉「遺書」
（昭和20年6月6日宜蘭飛行場から出撃）

誠第 31 飛行隊　柄澤甲子夫少尉「鉢巻」
（昭和20年5月13日八塊飛行場から出撃）

垂直尾翼に「必沈」を書き込む誠第31飛行隊長　山本薫少佐
（昭和 20 年 5 月13 日　八塊飛行場から出撃）

「山本薫君の御霊前に捧ぐ」（昭和 25 年 5 月）に記された台湾・
沖縄地図
航士 56 期の同期生だった菱沼俊雄氏が山本薫少佐の遺族に
贈った冊子に記載

～第８飛行師団の沖縄戦～
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　昭和 20（1945）年、米軍の戦艦ミズーリは沖縄沖での作戦中、日本海軍の特攻機の突入を受けまし
た。当時戦艦ミズーリの艦長だったウィリアム・キャラハンは、甲板に投げ出された特攻隊員の遺体を、
敵国の兵士としてではなく、一人の兵士として正式な水葬で弔いました。この出来事は、戦艦ミズーリ
が記念館となった今でも語り継がれています。
　令和 7（2025）年 4 月 11 日、水葬 80 年を記念して式典が行われ、姉妹館である知覧特攻平和会館
も出席しました。知覧特攻平和会館では、式典の様子を写真パネルで伝えるとともに、当時の特攻に関
わる資料を紹介する企画展を開催しております。
　本展を通して、両館の取り組みを知っていただき、特攻をさまざまな視点から捉えるきっかけになり
ましたら幸いです。

戦艦ミズーリ記念館　神風特攻攻撃および水葬 80 年記念式典写真展

開催期間：2025 年９月 13 日（土）～ 2025 年 12 月 26 日（金）
会場：知覧特攻平和会館　震洋艇展示室

協力：戦艦ミズーリ記念館（アメリカ合衆国ハワイ州）

知覧特攻平和会館・戦艦ミズーリ記念館　姉妹館提携５周年記念式典

　９月 27 日（土）、知覧特攻平和会館において、知覧特攻平和会館・戦艦ミズーリ記念館姉妹館提携５
周年記念式典が開催され、戦艦ミズーリ記念館からマイク・カー戦艦ミズーリ保存会会長兼 CEO ほか
２人、南九州市からは市長ほか関係者が出席しました。
　知覧特攻平和会館と戦艦ミズーリ記念館の交流は、平成 27（2015）年 4 月、共同企画展「KAMIKAZE」
展の開催をきっかけに始まりました。両館の交流は深まり、令和 2（2020）年 8 月 15 日には、さら
に平和への取り組みを共に進めていくために、姉妹館提携を結びました。
　式典で塗木市長は「平和を願う心で両館はつながり、未来に向けて手を取り合う姿は次世代にとって
希望の象徴になる」とあいさつ。マイク・カー会長は「特攻隊員の遺書や手紙は、文化や世代を超えて
心に響き続ける。これからも和解と平和への道を共に歩む」と述べました。
　式典内では、８月に実施された戦艦ミズーリ記念館との平和交流事業に参加した高校生４名も出席、
代表で頴娃高校２年の松隈希咲さんによる研修報告のほか、記念品の交換も行われ、南九州市からは川
辺仏壇の技法を使用して作成された記念の盾が、戦艦ミズーリ記念館からは戦艦ミズーリの甲板に使用
されているチーク材を再利用した額縁に収められた、日本人鉛筆画家・菅野 泰紀氏による「降伏文書調
印式」の鉛筆画の複製が送られました。
　式典後には旧陸軍知覧飛行場に墜落し、犠牲となった米軍機 B25 の搭乗員を追悼する慰霊碑を訪れ
献花も行いました。

記念品を手にするマイク・カー会長（左） 平和交流事業報告をする松隈さん 慰霊碑を建立した石橋直也さん（中央）
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８
月
22
日
か
ら
８
月
27
日
ま
で
の
６
日

間
、
南
九
州
市
は
市
内
の
高
等
学
校
に
在
学

す
る
高
校
生
４
人
を
知
覧
特
攻
平
和
会
館
と

姉
妹
館
で
あ
る
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
の
あ

る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
へ
派
遣
し
ま

し
た
。

今
回
参
加
し
た
４
人
の
高
校
生
に
派
遣
事

業
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

頴
娃
高
等
学
校
２
年

松
隈

希
咲

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
を
訪
れ
た
際
、

ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
っ
た
瞬
間
に
圧
倒
的
な
大
き

さ
と
存
在
感
に
息
を
の
み
ま
し
た
。
目
の

前
に
し
た
と
き
、
戦
争
の
激
し
さ
や
歴
史
の

重
み
が
迫
力
と
し
て
伝
わ
り
、
教
科
書
や
映

像
で
は
得
ら
れ
な
い
臨
場
感
を
体
験
で
き
ま

し
た
。
通
常
の
ガ
イ
ド
に
加
え
て
キ
ャ
プ
テ

ン
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
無
線
信
号
室
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。
特
に
心
に
残
っ
た
の
は
神

風
特
攻
機
の
衝
突
跡
で
、
水
葬
が
行
わ
れ
た

足
跡
も
確
認
し
ま
し
た
。「
敵
で
あ
っ
て
も

使
命
を
全
う
し
た
行
為
に
敬
意
を
払
う
べ
き

だ
」
と
命
じ
た
艦
長
の
姿
勢
に
、
人
間
と

し
て
の
誇
り
と
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
ベ
ッ
ド
や
机
か
ら
は
当
時
の
軍
人
の
生

活
が
浮
か
び
、
戦
艦
が
兵
器
で
あ
る
と
同
時

に
人
々
の
日
常
と
結
び
つ
い
た
場
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
ポ
ー
ル
磨
き
を
行
い
、
自
ら

の
手
で
戦
艦
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
と
て
も

貴
重
な
体
験
で
し
た
。

ハ
ワ
イ
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
系

移
民
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
過
酷
な
労
働

や
差
別
を
乗
り
越
え
生
活
を
築
い
た
姿
に
、

社
会
を
支
え
る
礎
を
感
じ
ま
し
た
。
同
じ
出

来
事
で
も
立
場
に
よ
っ
て
視
点
が
異
な
る
こ

と
を
知
り
、
多
様
な
考
え
を
理
解
す
る
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
あ
っ

た
「
お
か
げ
さ
ま
で
」
と
い
う
言
葉
は
、
日

本
人
特
有
の
感
謝
の
心
を
表
し
て
い
る
よ
う

で
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

ビ
シ
ョ
ッ
プ
博
物
館
で
は
、
ハ
ワ
イ
王
国

の
歴
史
や
自
然
、文
化
を
学
び
ま
し
た
。
人
々

が
自
然
を
敬
い
伝
統
を
大
切
に
し
て
き
た
精

神
に
感
銘
を
受
け
、
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
異
な
る
ハ
ワ
イ
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

現
地
大
学
生
と
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流
で
は
、
買

い
出
し
か
ら
片
付
け
を
共
に
行
い
な
が
ら
文

化
の
違
い
や
夢
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し

た
。
英
語
で
の
会
話
に
は
壁
も
あ
り
ま
し
た

が
、
自
分
の
思
い
が
伝
わ
っ
た
と
き
の
喜
び

は
大
き
く
、
英
語
力
を
さ
ら
に
磨
き
た
い
と

い
う
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
回
の
派
遣
事
業
を
通
じ
て
、
戦
争
の
歴

史
や
平
和
の
尊
さ
、
文
化
の
多
様
性
、
言
葉

を
介
し
た
交
流
の
力
を
学
び
ま
し
た
。
得
た

学
び
は
今
後
の
人
生
の
大
切
な
財
産
で
あ

り
、
国
際
系
大
学
へ
の
進
学
希
望
が
強
ま
り
、

進
路
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
共
に
参
加
し
た
仲
間
と

の
絆
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
宝
で
す
。
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
し
、
こ

の
経
験
を
胸
に
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

川
辺
高
等
学
校
１
年

児
玉

杏

私
は
、
こ
の
事
業
で
ミ
ズ
ー
リ
号
の
存
在

を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
ミ
ズ
ー
リ
号
で
あ
っ

た
特
攻
隊
員
の
話
を
聞
い
た
時
は
驚
き
ま
し

た
。
戦
争
の
さ
な
か
、
ま
し
て
や
自
分
た
ち

に
攻
撃
し
て
き
た
敵
に
も
、
一
人
の
兵
士
と

し
て
尊
敬
の
気
持
ち
を
も
っ
て
水
葬
を
行
っ

た
。
正
直
な
と
こ
ろ
私
が
も
し
艦
長
の
立
場

だ
っ
た
ら
、
敵
国
の
兵
士
に
対
し
て
水
葬
を

行
わ
な
か
っ
た
と
思
う
し
、
仲
間
の
反
対
を

押
し
切
っ
て
ま
で
水
葬
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
い
以
外
で
は
人
と

人
と
の
間
に
国
、
人
種
な
ど
は
関
係
な
か
っ

た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
ワ
イ
の
学
生
と
交
流
し
た
際

に
、
現
地
の
学
生
が
特
攻
隊
の
存
在
を
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
や
、
私
が
ミ
ズ
ー
リ
号
を
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
戦
争
関
係
で
も
そ
の

人
が
生
活
す
る
国
や
、
環
境
に
よ
っ
て
焦
点

を
当
て
る
と
こ
ろ
や
学
び
方
が
違
う
と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
は
特
攻
基
地
の

あ
っ
た
知
覧
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
か
ら
特

攻
の
事
を
知
っ
て
い
ま
す
が
、
も
し
違
う
国
、

地
域
に
住
ん
で
い
た
ら
知
ら
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
き
っ
と
日
本
が
関
わ
っ
た

戦
争
に
つ
い
て
今
は
ま
だ
私
の
知
ら
な
い
こ

と
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
知
ら
な
い

ま
ま
に
し
て
お
く
の
で
は
な
く
、
本
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
り
、
実
際
に
そ
の
地

に
足
を
運
ん
だ
り
し
て
学
ん
で
、
私
は
南
九

州
市
に
住
む
一
人
と
し
て
そ
の
地
の
特
攻
隊

に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
に
特
攻
の
事
を
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。

今
回
ハ
ワ
イ
に
行
っ
て
視
野
が
広
が
り
、

将
来
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
か
は
ま

だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
海
外
と
つ
な
が
る
仕

事
に
就
き
、
海
外
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
、
国
と
い
う
概
念
を
超
え
て
お
互
い

を
尊
重
し
あ
っ
て
、
平
和
な
未
来
へ
少
し
で

も
力
に
な
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
ま
た

そ
の
た
め
に
、
今
は
ま
だ
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
周
り
に
伝
え
た
り
、
さ
ら
に
深
く
学
ん
だ

り
と
小
さ
な
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ

の
小
さ
な
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

戦艦ミズーリ記念館を訪問した
松隈さん・道祖田さん・児玉さん・田之脇さん（左から）
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薩
南
工
業
高
等
学
校
３
年

道
祖
田

実
々

私
は
今
回
の
事
業
に
参
加
し
て
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
初
に
、
戦
争
に
つ
い
て
で
す
。
ミ
ズ
ー

リ
記
念
館
に
行
っ
た
際
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
は
日
本

の
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
日
本
の
資
料
館
し
か

訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
考
え
方
や
戦
争
に
対
す
る
思
い

は
日
本
人
の
方
の
こ
と
し
か
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
へ
行
っ

た
際
に
日
本
人
と
は
違
う
考
え
方
や
苦
し
い

歴
史
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ミ
ズ
ー

リ
号
に
は
日
本
の
飛
行
機
が
突
撃
し
た
跡
が

残
っ
て
お
り
、
と
て
も
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

突
撃
し
た
特
攻
隊
の
方
は
亡
く
な
っ
た
状
態

で
船
へ
身
を
投
げ
出
さ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
ミ
ズ
ー
リ
号
に
乗
っ
て
い
た
方
々
は
そ

の
特
攻
隊
の
方
を
水
葬
し
た
と
聞
き
、
敵
で

も
戦
っ
た
方
に
敬
意
を
表
し
て
い
る
と
知
り

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
多
く
の
国
の
方
々

が
戦
争
で
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
て
戦
争
は

本
当
に
よ
く
な
い
こ
と
で
平
和
に
生
き
る
大

切
さ
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。次

に
、
環
境
や
考
え
方
の
違
い
に
つ
い
て

で
す
。
現
地
の
方
と
交
流
し
、
英
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
と
て
も

難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
特
に
リ
ス
ニ
ン
グ

が
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
ハ
ワ

イ
の
方
は
と
て
も
自
信
が
あ
る
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。
自
分
の
好
き
な
服
を
着
た
り
、
個

性
豊
か
で
と
て
も
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

ご
飯
の
量
や
お
店
な
ど
日
本
と
は
全
く
違
う

町
並
み
で
、
道
で
は
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
も
し
て
い
て
と
て
も
賑
や
か
で

し
た
。

ま
た
、
一
緒
に
事
業
に
参
加
し
た
３
人
の

高
校
生
と
た
く
さ
ん
お
話
し
た
り
、
事
前
学

習
か
ら
戦
争
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
た
り
た

く
さ
ん
協
力
し
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

学
ぶ
と
き
は
し
っ
か
り
学
び
楽
し
む
と
き
は

全
力
で
楽
し
め
る
素
敵
な
仲
間
に
出
会
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
多
く
の
経
験
が
で
き

た
の
は
今
回
の
事
業
を
提
案
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
、
準
備
や
た
く
さ
ん
大
変
な
こ
と
に
携

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
ハ
ワ
イ
で
た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
お

か
げ
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
多
く
の
こ
と
を
今

後
に
活
か
し
、
平
和
の
大
切
さ
を
改
め
て
考

え
直
し
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

薩
南
工
業
高
等
学
校
１
年

田
之
脇

詩
華

私
は
、
南
九
州
市
青
少
年
海
外
派
遣
ハ
ワ

イ
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
平
和
交
流
事
業
に

参
加
で
き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
な
と
思
い

ま
し
た
。
理
由
は
、
英
語
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
た
こ
と
や
日
本
と
は
違
う
文
化
に
触
れ
て

み
た
り
、
日
本
と
ハ
ワ
イ
の
歴
史
、
戦
艦
ミ

ズ
ー
リ
記
念
館
で
の
見
学
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
現
地
学
生
と
の
交
流
な
ど
初
め
て
の

経
験
が
多
く
で
き
、
学
び
が
多
い
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

な
か
で
も
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
現
地
学
生
と
の
交
流
で
す
。
海
外
の
方

と
話
す
機
会
が
今
ま
で
あ
ま
り
な
か
っ
た
の

で
い
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
英
語
が
う
ま

く
話
せ
な
か
っ
た
の
で
聞
き
取
る
こ
と
で
精

一
杯
だ
っ
た
け
ど
、
も
っ
と
英
語
が
話
せ
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、
英
語
の
勉
強
を

今
ま
で
以
上
に
頑
張
ろ
う
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

次
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
戦
艦
ミ
ズ
ー

リ
記
念
館
で
の
見
学
で
す
。
太
平
洋
戦
争
で

使
わ
れ
て
い
た
戦
艦
を
実
際
に
見
学
で
き
て

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

水
葬
の
話
や
、
終
戦
の
調
印
が
こ
の
戦
艦

で
行
わ
れ
て
い
た
な
ど
初
め
て
知
る
こ
と
が

多
く
、
日
本
と
ハ
ワ
イ
の
関
わ
り
が
こ
ん
な

に
深
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
通
し

て
、
ハ
ワ
イ
と
日
本
の

深
い
関
わ
り
や
文
化
の

違
い
、
英
語
で
の
会
話

の
難
し
さ
と
楽
し
さ
、

人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
な
ど
、
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

貴
重
な
経
験
を
活
か
し

て
、
学
ん
だ
こ
と
を
周

り
の
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
な
と
思
い
ま
す
。
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令和７年度南九州市優良工事等表彰式

頴娃おこそ会が「第20回オーライ！ニッポン大賞」審査委員会長賞を受賞
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͕ɺΦʔϥΠʂχοϙϯձٞʢ౎ࢢͱ೶ړࢁଜͷڞੜɾରྲྀਪਐ
ձٞʣओ࠵ͷʮୈ��ճΦʔϥΠʂχοϙϯେ৆ʯͰɺ৹ࠪҕһձ
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　ΦʔϥΠʂχοϙϯେ৆͸ɺ౎ࢢͱ೶ړࢁଜͷڞੜɾରྲྀͷ֦
େʹد༩࣮ͨ͠੷ɺޮՌٴͼ࣋ଓੑͷஂ͍ߴମɺݸਓΛදজ͢Δ
΋ͷͰ͢ɻ/10๏ਓ頴娃͓ͦ͜ձ͸ɺʮ͗ܧޙͷ͍Δ·ͪΛͭ͘Δʯ
ʹଈͨ͠ϓϩδΣΫτ੍ʹΑΓɺۭ͖Ոͷ࠶ੜɺ೶ۀͷ׆ޫ؍༻
ͳͲͷϓϩδΣΫτʹऔΓ૊ΜͰ͓Γɺʮؾݩͳ೶ړࢁଜͷະདྷΛ
ධՁ͞Εड৆ͱͳΓ·ͨ͠ɻ͘ߴΔʯͱ͡ײ
　ཧࣄ௕ͷ੉川知߳͞Μ͸ɺʮઌഐํͷ௕೥ͷ׆ಈͷੵΈॏͶ͕͋
Δ͓͔͛Ͱɺ͞ࡏݱ·͟·ͳऔΓ૊Έ͕࣮ݱͰ͖ɺҠॅऀ͕ੜ͖
ੜ͖ͱ׆ಈͰ͖͍ͯΔͱ͜ΖͰ͢ɻޙࠓ΋ɺ೔ৗ͕৺஍Α͘ͳΔ
Α͏ʹɺָ͘͠׆ಈΛଓ͚͍͚ͯΕ͹ͱ͍ࢥ·͢ʯͱ࿩͠·ͨ͠ɻ

݄̕��೔ɺ༏ྑࣄ޻౳දজ͕ࣜࢢ໾ॴͰ͓͜ͳΘΕ·
ͨ͠ɻຊൃ͕ࢢ஫͠ɺྩ࿨̒೥౓ʹ׬੒͔ͨ͠ࣄ޻Βɺ
ͼٴۀاͨ͠޻ࢪର͠ɺʹࣄ޻Ίͯ༏लͱೝΊΒΕΔۃ
༏लͳٕज़ऀʹදজΛ͓͜ͳ͍·ͨ͠ɻ
　͜ͷදজ͸ެࣄ޻ڞͷ඼࣭֬อͱड஫ऀͷٕज़্޲Λ
໨తͱ͍ͯ͠·͢ɻ
　ྩ࿨̓೥౓ͷडজऀ͸ӈهͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

छ෦໳޻ ༏ྑࣄ޻ ۀا 優秀技術者

౔໦Ұࣜ
ࣄ޻

஍ํ૑ੜಓ੔උਪਐަ෇
ಓதଜԼ໳ઢࢢ　ۀࣄۚ
3��� ʢվྑฮ૷ʣ۠޻

౦ݐઃʢגʣ ౦�໌෉

ஙҰࣜݐ
ࣄ޻

ผ෎খֶߍ԰಺ӡಈ৔վ
मͦͷଞࣄ޻ ʢגʣ૔ଜ૊ ্஛߂�ඒ

ฮ૷ࣄ޻ ʣՃ覧૊גʢࣄ޻ઢฮ૷ాߴಓӬాࢢ Ԕా޾�༸

ࣄ޻ؾి ૼग़খֶߍ԰಺ӡಈ৔র໌ઃඋվमࣄ޻ ʢגʣೆ೔ిઃ ഭా�݈ೋ

଄Ԃࣄ޻
ަ෇ۚۀࣄ　ਡ๚ӡಈެ
Ԃ　༡۩ߋ৽޻̍　ࣄ޻
۠

ʢגʣ୔௡ڮ଄Ԃ ٢ྮ�ཽ࢙

ਫಓࢪઃ
ࣄ޻ ઋాࢁ഑ਫ؅෍ઃସࣄ޻ʢ༗ʣా୅ਫಓ ా୅�݈ଠ࿠

　ʢܟশུʣ

川辺小学校金管バンド　九州大会で金賞受賞！
　݄̕��೔ɺ川辺খֶ؅ۚߍόϯυ͕ؔऀ܎ɺग़৔େձ݁Ռใࠂͷͨ
Ίɺࢢ௕ࣨΛ๚໰͠·ͨ͠ɻ川辺খֶߍͷۚ؅όϯυ͸ɺ͜ͷՆ։࠵
͞Ε ʮͨୈ��ճࣛࣇౡݝখֶੜόϯυϑΣεςΟόϧʢεςʔδ෦໳ʣʯ
Ͱۚ৆Λड৆͠ɺݝ୅දߍ��தͷ̍ߍͱͯ͠۝भେձʹਐग़͠·ͨ͠ɻ
　େձ͸ɺ�݄��೔ʹ෱ԬࢢͰ։͞࠵Εɺ川辺খֶߍͱͯ͠͸ɺ��೥
ͿΓͷշڍͱͳΔ۝भେձ΁ͷग़৔Ͱͨ͠ɻͦͯ͠ʮୈ��ճ۝भখֶ
ੜόϯυϑΣεςΟόϧʢεςʔδύϑΥʔϚϯε෦໳ʣʯͷେ෣୆Ͱɺ
৆Λड৆͠·ͨ͠ɻۚࣄݟ
　౰೔͸ɺϝϯόʔ୅දͷ̒೥ੜࣇಐͱߍ௕ɺࢦಋऀɺอऀޢ୅ද͕
๚Εɺࢢ௕ʹड৆ͷتͼΛใ͠ࠂ·ͨ͠ɻࣇಐ͔Β͸ɺ೔ʑͷ࿅शͱ
Έࠐؾಈ΁ͷҙ׆ͷޙࠓ༿ͱɺݴͷँײԉʹର͢Δࢧ΍஍Ҭ͔Βͷࢢ
͕ड़΂ΒΕ·ͨ͠ɻ
　ͳ͓ɺಉۚ؅όϯυ͸��݄�೔ʹ౦ژ౎Ͱ։͞࠵ΕΔશࠃେձɺʮୈ
��ճ೔ຊ؅ָ߹૗ίϯςετʯʹग़৔͢Δ͜ͱ͕ܾఆ͍ͯ͠·͢ɻ
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ʲ௽Ԃ༷ʳ
ᶃຊ౰ʹॿ͔Γ·ͨ͠ʂॳΊͯͷࢠͱ͍͏͜ͱ
΋͋Γɺશͯͷ༻඼Λ४උ͢Δඞཁ͕͋ͬͨ
ͷͰɺνέοτ͸༗೉͔ͬͨͰ͢ɻ͜Ͳ΋ʹ
߹͏΋ͷΛ୳ͨ͢Ίɺ৭ʑ͠ࢼങ͍΋Ͱ͖ͯɺ
ָ͠ΜͰҭ͕ࣇͰ͖͍ͯ·͢ɻ
ᶄ͓ΉͭɺϛϧΫɺᄡೕළɺফಟӷɺ͓ ͠Γ১͖ɺ
͓Ήͭγʔτɺચ୕༻ચࡎͳͲΛങ͍·ͨ͠ɻ
ᶅങ͍෺Λ͢Δͱ͖ʹগ͕ͮ͠͠ࢉܭΒ͍ͷ
Ͱɺผձܭʹͯ͠΋Β͍ͬͯ·͢ɻ

ᶆখࣇՊ΍໷ؒରԠͷͰ͖ΔපӃͷ໘Ͱෆ͕҆͋ײΓ·͢ɻ͋ͱɺ
ԉʢέΞʣʹ͍ͭͯɺ΋͏ͪΐͬͱ෼͔Γ΍ࢧड͚ΒΕΔʹޙ࢈
͚͢Ε͹͍͍ͳʢਤࣜͱ͔Ͱʣͱ͍ࢥ·ͨ͠ɻ

ᶃνέοτΛड͚औͬͨ࣌ͷײ૝Λ͓ฉ͔͍ͤͩ͘͞ɻ
ᶄνέοτΛ࢖༻ͯ͠ɺ͓ങ͍෺͸͞Ε·͔ͨ͠ʁ
ᶅ̍ຕ�
���ԁͱ͍͏ֹ໘Ͱ͕͢ɺ͍࢖উख͸Ͳ͏Ͱ͔͢ʁ
ᶆࢠҭͯΛ͍ͯ͘͠தͰɺʮ͜Μͳ੍౓͕͋ͬͨΒޙࠓ΋ೆ۝भࢢͰࢠҭͯ͠΍͍͢ͳʯͱ͍͏Α͏ͳཁ๬͸͋Γ·͔͢ʁ

ʲݯ川༷ʳ
ᶃ͓Ήͭ΍ϛϧΫɺࢠҭͯΛ
͍ͯ͘͠தͰඞཁෆՄܽʴ
ʢϓϥεʣΑ͘ফ໣͢Δ΋ͷ
ͳͷͰɺͱͯ΋༗Γ೉͍ͳ
ͱ͍ࢥ·ͨ͠ɻ
ᶄ͓Ήͭ΍ϛϧΫɺͦͷଞอ
࣪΍ચࡎͳͲΛങ͍·ͨ͠ɻ
ᶅΦϜπΛ̍ηοτɺϛϧ
Ϋ���ͷେ؈߹Θͤͯ̎ͭͰ

�
���ԁ͙Β͍ͳͷͰɺͱͯ΋͍࢖΍͍͢Ͱ͢ʂ
ᶆපӃ΍খࣇՊͷ਺͕΋ͬͱ૿͑ͨΒ҆৺͔ͳͱ
ɻ͢·͍ࢥ

「水道施設の災害等に伴う応援協定」締結式

「ウエルカムベビーチケット」について利用者に伺いました！

「道路愛護優良団体表彰」伝達式

　݄̕��೔ɺೆ۝भࢢ͸ࣜגձࣾϑΝϊόͱʮਫಓࢪઃͷ֐ࡂ
౳ʹ൐͏ԠԉڠఆʯΛక݁͠·ͨ͠ɻ
　ຊڠఆ͸ɺେن໛ͳ஍਒΍෩ਫ֐ͳͲʹΑΓਫಓࢪઃ͕ඃࡂ
͠ɺஅਫͳͲ͕ൃੜͨ͠৔߹ɺ֐ࡂԠԉཁһ΍څਫंͷ೿ݣɺ
ຽͷϥΠࢢͳͲɺ͏ߦΛڙਫାͷఏڅ༺ಈͷิॿɺඇৗ׆ਫڅ
ϑϥΠϯΛकΔ͜ͱΛ໨తͱ͍ͯ͠·͢ɻࠓճͷڠఆక݁ʹΑ
Γɺ࣌֐ࡂʹ͓͚Δਝ଎ͳԠڅٸਫ׆ಈ͕ՄೳͱͳΓɺࢢຽͷ
օ༷ʹ҆શɾ҆৺ͳਫͷఏڙΛ͏ߦͱͱ΋ʹɺ׭ຽҰମͱͳͬ
ɻ͢·͠ࢦΓΛ໨ͮͪ͘·͍ڧʹ֐ࡂͯ

　݄̔̕೔ɺಓ࿏Ѫޢʹޭ੷ͷ͋ͬͨஂମΛͨͨ͑Δ఻ୡ͕ࣜ
౔ަ௨େਉදজΛઇؙ࣏ࣗձʢӈࠃΘΕɺߦͰہڵ஍Ҭৼࡵೆݝ
͔Β̏ɾ̐൪໨ʣɾࣛࣇౡݝ知ࣄදজΛத෱ྑ࣏ࣗձʢӈ͔Β̎
൪໨ʣ͕त৆͞Ε·ͨ͠ɻࣜͰ͸ɺ川ാܟ࿠ೆࡵ஍Ҭৼہڵ௕
ΑΓදজঢ়͕त༩͞Εʮ௕͖ʹΘͨΓਗ਼૟׆ಈΛܧଓ͍ͯͨ͠
௕͕ʮձһͷҙࢢਃ্͛͠·͢ʯͱॕࣙɻ·ͨɺँײ͘ਂ͖ͩ
ࣝͷ͞ߴͱ࣏ࣗձͷឺͷ͞ڧΛ͡ײΔͱ͜ΖͰ΋͋Γɺ҆શୈ
ҰͰ݈߁ʹཹҙ͠ͳ͕Βɺޙࠓ΋Ѫۀ࡞ޢʹऔΓ૊ΜͰ௖͖ͨ
͍ʯͱँײͱ͓ྱͷݴ༿ΛଃΓ·ͨ͠ɻ

川辺仏壇の伝統的技術を受け継ぐ～川原　茂人さん～

ʮਸ਼ๅ୯ޫষʯΛडষ͞Ε·ͨ͠ɻ܄ໜਓ͞Μ͕ɺྩ࿨̓೥य़ͷঀݪͰ͋Δ川࢜ܳ޻ಉ૊߹ͷ఻౷ڠ川辺෹ஃݝౡࣇࣛ　
　川͞ݪΜ͸ɺত࿨��೥ʹ෹ஃࣘֆ৬ਓ΁ఋࢠೖΓɻฏ੒��೥݄̓ʙྩ࿨̏೥݄̑ʹ川辺෹ஃࠪݕһɺྩ࿨̏೥݄̑ʙྩ࿨̒೥݄̑ʹݕ
ࠪҕһ௕΁ब೚͠ɺ川辺෹ஃۀքͷൃలͷͨΊʹਚྗ͞Ε·ͨ͠ɻ·ͨɺ༏Εٕͨज़Λੜ͔ͯ͠ ɺ৽庁舎ʹ০Δؙຍ̏ຕΛ࡞੒ͯ͠ ͍ͨ
͍͓ͩͯΓ· ʢ͢ӈ͔ΒࢢͷՖʮͻ·ΘΓʯɺࢢͷ໦ʮ஡ʯɾʮࡩʯʣɻ
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空き家再生について考える鹿児島大学生南九州市男女共同参画住民講座
～みんなで支える認知症～を開催

　݄̍̕೔͔Β̎िؒɺࣛࣇౡେֶੜ̐ਓ͕Πϯλʔϯγοϓ੍
౓Λ׆༻͠ɺೆ۝भࢢͷۭ͖Ո࠶ੜʹ͍ͭͯҙݟΛग़͠߹͍·͠
ͨɻ࣮ࡍʹۭ͖Ո࠶ੜʹऔΓ૊·Ε͍ͯΔํ΍ۭ͖ՈͱҠॅͷ૯
߹Ҋ಺ॴʮDPOOFʯͷελοϑͱݱ஍࡯ࢹΛ͍ߦɺ࠷ऴ೔͸Ұਓ
Ճͨ͠川ࢀੜͷΞΠσΞΛൃද͠·ͨ͠ɻ࠶ͷۭ͖Ոޙࠓͭͣ
辺ொग़਎ͷඌࣣࠐ੕͞Μ͸ʮࣗ෼ͷ知Βͳ͍ೆ۝भࢢΛݟൃ࠶Ͱ
͖ɺͱͯ΋ॆ࣮ͨ࣌ؒ͠Λաͤ͝·ͨ͠ʯͱ࿩͠·ͨ͠ɻ

　݄̒̕೔ɺ頴娃จԽձؗͰஉঁڞಉࢀըॅຽ࠲ߨʮΈΜͳͰ
ɻͨ͠·͠࠵Δೝ知঱ʯΛ։͑ࢧ
　໿���ਓͷࢢຽͷํʹೝ知঱ൃܒίʔφʔͷମݧ΍өըʮ͹
͋͹͸ɺ͍ͩ͡ΐ͏ͿʯΛؑ৆͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ
Ճऀ͔Β͸ɺʮೝ知঱ͷΠϝʔδ͕͔ͭΊͨʯɺʮՈ଒΍஍Ҭɺࢀ　
·ΘΓͷํʑͷ͕͑ࢧඞཁͰ͋Δ͜ͱΛ࣮ͨ͠ײʯͳͲɺ͞·
͟·ͳײ૝͕ͤدΒΕ·ͨ͠ɻ

知覧茶アンバサダー 
オンラインスクール2025を開催

　ೆ۝भࢢ஡ۀৼڵձ͸ɺʮ知覧஡ΞϯόαμʔΦϯϥΠϯε
Ϋʔϧ����ʯΛ݄̔Լ०͔Β̐ճʹΘͨΓ։͠࠵·ͨ͠ɻߨ
஍΍ւ֎͔Β֤ࠃͷ৬һ͕຿Ίɺશࢢ΍ؔػ܎ɺؔऀ࢈Λੜࢣ
���ਓ͕ࢀՃ͠·ͨ͠ɻडऀߨ͸ɺੜ഑৴Λࢹௌ͠ͳ͕Βɺ知
覧஡ͷૅج知ࣝ΍ᔸΕํɺ׆༻ํ๏ʹֶ͍ͭͯͼɺ͞Βʹࣗ෼
͚ͩͷϚΠϒϨϯυ஡࡞Γʹ΋௅ઓ͠·ͨ͠ɻ

花いっぱい運動
～KEファーマーズが保育園に花苗の配布～

　݄̕��೔ʹ頴娃஍Ҭͷ೶ۀ੨೥Ϋϥϒʢ,&ϑΝʔϚʔζʣ͕
஍Ҭ׆ݙߩಈͱͯ͠ɺʮՖ͍ͬͺ͍ӡಈʯΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ頴娃஍
ҬͷอҭԂ̔ՕॴΛ๚໰͠ɺՖබͷଃఄ΍ϓϥϯλʔͳͲ΁ͷ২
͑෇͚ମݧΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ౰೔ͷఱؾ͸͍͋ʹ͘ͷӍͰ͕ͨ͠ɺ
Ԃࣇ͸Ϋϥϒһͷํʑ͔ΒՖͷಛ௃ͷઆ໌Λड͚ɺखղ͖Λड͚
ͳ͕Βɺָ͘͠Ֆͷ২͑෇͚Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ

救急車で生まれた子が成長した姿を披露
～竹迫雅琥人さん～

ͤݟͷதͰ஀ੜͨ͠஛ഭխᘡਓ͞Μ͕ɺ੒௕ͨ࢟͠Λंٸٹ　
ʹফ๷ॺΛ๚Ε·ͨ͠ɻ࠷ॳ͸গ͠ۓுͨ͠ද৘Ͱ͕ͨ͠ɺࣗ
෼͕ͲͷΑ͏ʹੜ·Εͨͷ͔ڵຯ௡ʑͰ࿩Λฉ͍͍ͯ·ͨ͠ɻ
ग़࢈Λखॿ͚ͨ͠੢৿ୂһ͸ɺʮؾݩʹ੒௕ͯ͘͠Εͯຊ౰ʹخ
͍͠Ͱ͢ʯͱসإͰ࿩͍ͯ͠·ͨ͠ɻ

知覧茶抹茶を使ったお菓子づくり教室
～ふるさと体験学級（茶レンジ隊）～

　݄̕��೔ɺ知覧อ݈ηϯλʔʹͯɺྩ࿨̓೥౓ୈ̎ճ;Δ͞ͱ
ମڃֶݧʢ஡Ϩϯδୂʣ͕։͞࠵Ε·ͨ͠ɻ
　ຊۀࣄ͸ɺڭࢢҭҕһձ͕ओͯ͠࠵ ͍Δମ׆ݧಈͰɺࠓճ͸਌
Ͱຣ஡ΫοΩʔͱຣ஡δϡʔεΛͭࢠ Δ͘಺༰Ͱɺࢢ৯ੜ׆վળਪ
ਐһ࿈བྷٞڠձ知覧ࢧ෦ͷํʑΛࢣߨʹܴ͑ɺ։͠࠵·ͨ͠ɻ
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知
覧
茶
マ
ル
シ
ェ
２
０
2
５

w
ith

晩
秋
の
お
も
て
な
し

11
月
23
日
の
「
お
茶
い
っ
ぱ
い
の
日
」

（
11
い
い
・
23
ふ
う
み
の
日
）に
あ
わ
せ
て
、

知
覧
茶
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
知
覧
茶
を
味
わ
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
ブ
ー
ス
が
出
店
し
ま
す
。「
お
茶
の
ま

ち
・
南
九
州
市
」
で
知
覧
茶
づ
く
し
の
一

日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
23
日
（
日
祝
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時

場
所
知
覧
平
和
公
園
自
由
広
場

［
問
］
南
九
州
市
茶
業
振
興
会

☎
０
９
９
３−

58−

７
０
７
０

市
民
健
康
づ
く
り
講
演
会

生
涯
で
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
人
の
確
率

は
、
約
２
人
に
１
人
。

『
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
が
ん
の
こ
と
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
11
月
16
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

場
所
知
覧
文
化
会
館

催

し

催  し

入
場
料
無
料

内
容
講
演

①
「
も
っ
と
し
っ
て
ほ
し
い
が
ん
の

こ
と
」
県
民
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

桶
谷
薫
氏

②
「
が
ん
と
と
も
に
生
き
る
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
ん
サ
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
神
田

和
恵
氏

申
し
込
み
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た

は
、
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

［
問
］
知
福
祉
健
康
課
健
康
推
進
係

令
和
８
年
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

の
開
催
に
つ
い
て

日
時
１
月
３
日
（
土
）

受
付
▼
正
午
～
午
後
０
時
30
分

式
典
な
ど
▼
午
後
０
時
40
分
～
午
後
３
時

（
予
定
）

場
所
知
覧
文
化
会
館

対
象

平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年

４
月
１
日
生
ま
れ
、
か
つ
、
平
成
24
年

４
月
１
日
以
降
南
九
州
市
に
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
方

※
対
象
者
に
は
案
内
文
書
（
封
書
）
を
送

付
し
ま
す
。

※
式
典
の
終
了
時
刻
は
予
定
に
な
り
ま

す
。変
更
に
な
る
場
合
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
参
加

予
定
者
に
メ
ー
ル
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
天
候
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
式
典
が
開
催

で
き
な
い
場
合
、
交
通
費
や
衣
装
レ
ン

タ
ル
費
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
な
ど
の
補
償

は
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

［
問
］
川
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

武
家
屋
敷
に
幽
玄
の
灯
り

南
九
州
市
あ
か
り
の
道
標

～
ち
ら
ん
灯
彩
路
～

知
覧
武
家
屋
敷
庭
園
を
中
心
に
、
あ
ま

た
の
竹
灯
ろ
う
や
紙
灯
ろ
う
が
幻
想
的
な

夜
を
演
出
し
ま
す
。

年
に
一
度
の
武
家
屋
敷
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

静
寂
な
闇
に
灯
り
の
揺
ら
ぎ
と
と
も
に

体
感
す
る
庭
園
は
、
と
て
も
幽
玄
な
雰
囲

気
で
す
。

ご
家
族
ご
友
人
を
お
誘
い
の
う
え
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
８
日
（
土
）
午
後
５
時
30
分

～
午
後
８
時
30
分

※
雨
天
時
は
翌
日
９
日
に
順
延

場
所
知
覧
武
家
屋
敷
庭
園
一
帯

入
園
料
無
料
（
た
だ
し
午
前
９
時
～
午
後

５
時
は
通
常
通
り
入
園
料
が
必
要
で
す
）

※
当
日
の
せ
せ
ら
ぎ
公
園
（
水
辺
の
灯
り

ゾ
ー
ン
）
の
お
手
伝
い
に
興
味
が
あ
る

方
は
、
実
行
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知
ち
ら
ん
灯
彩
路
実
行
委
員
会
事

務
局
（
商
工
観
光
課
観
光
交
流
係
内
）
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※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
事
務
局
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

［
問
］
川
保
健
体
育
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

小
・
中
学
校
の
教
員
募
集

市
内
な
ど
の
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る

臨
時
的
任
用
教
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
教
員
免
許
状
を
所
有
し
て
い
る
方
。

※
免
許
状
未
更
新
の
方
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
教
員
免
許
更
新
制
廃
止
に
よ
り
、

免
許
状
が
失
効
し
て
い
る
場
合
で
も
再
授

与
申
請
手
続
を
す
る
こ
と
で
、
有
効
期
限

の
な
い
免
許
状
の
授
与
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。）

［
問
］
南
薩
教
育
事
務
所
総
務
課

☎
０
９
９
３−

52−

１
２
８
０

「
介
護
の
入
門
的
研
修
」受
講
者

募
集

受
講
対
象
者
介
護
未
経
験
者

で
、
介
護
に
興
味
・
関
心
が

あ
り
、
勉
強
し
た
い
と
思
わ

れ
る
方
。
※
定
年
退
職
を
予

定
し
て
い
る
方
、
元
気
な
高

齢
者
の
方
、
子
育
て
が
一
段

落
し
た
方
、
介
護
や
介
護
の
仕
事
に
興

味
の
あ
る
地
域
住
民
や
学
生
の
方
な
ど

幅
広
く
募
集
し
ま
す
。

受
講
料
無
料

研
修
場
所
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な
の
は
な

館
（
指
宿
市
東
方
９
３
０
０
番
地
１
）

日
程
12
月
12
日
（
金
）、
12
月
13
日
（
土
）、

12
月
19
日
（
金
）、
12
月
20
日
（
土
）

募
集
人
数
20
人
（
先
着
順
）

募  集 お知らせ

募

集

南
九
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
　
　
　

事
務
局
職
員
募
集

南
九
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、
令
和

８
年
度
よ
り
組
織
運
営
の
拡
充
に
よ
り
、

事
務
局
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
事
務
員

採
用
人
数
２
人

採
用
試
験
日
12
月
21
日
（
日
）

選
考
方
法
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
試
験

採
用
予
定
日
令
和
８
年
４
月
１
日

応
募
資
格

①
昭
和
46
年
4
月
2
日
（
55
歳
）
か
ら
平

成
20
年
4
月
1
日
（
18
歳
）

②
採
用
後
は
南
九
州
市
に
居
住
で
き
る
見

込
み
の
人

業
務
内
容

ス
ポ
ー
ツ
協
会
運
営
事
務
、

市
主
催
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
運
営
業

務
、
南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
関
係
業

務
補
助
、
そ
の
他
保
健
体
育
課
内
の
関

連
業
務
補
助

提
出
書
類
①
受
験
申
込
書

②
履
歴
書

※
①
・
②
い
ず
れ
も
保
健
体
育
課
内
に

準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
各
自
取
得

し
て
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
①
・
②
に
貼
付
す
る

顔
写
真
は
同
じ
も
の
と
し
ま
す
。

受
け
付
け
期
限
11
月
21
日
（
金
）
必
着

提
出
先
南
九
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務

局
（
川
辺
庁
舎
保
健
体
育
課
内
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
南
九

州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
職
員
申
込
書
」
と

朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ʦ໰ʧ�知 ܎ࡒ੓՝�؅ࡒ�

南九州市公共施設のネーミングライツパートナーを募集します！
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
介
護
の
基
本
や
介
護
の

現
場
に
お
い
て
理
解
し
て
お
く
べ
き
必

要
な
知
識
・
技
術
を
学
び
ま
す
。
４
日

間
の
全
て
の
講
座
を
修
了
す
る
と
、
実

務
者
研
修
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
お

よ
び
生
活
援
助
従
事
者
研
修
課
程
の
一

部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
締
め
切
り
11
月
28
日
（
金
）

申
し
込
み
方
法
川
辺
庁
舎
介
護
保
険
係

ま
た
は
知
覧
・
頴
娃
支
所
福
祉
係
の
窓

口
に
あ
る
受
講
申
込
書
に
記
入
の
う
え

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
鹿
児
島
県

社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
・
研
修
セ

ン
タ
ー
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
社
会
福
祉
法
人

鹿
児
島
県

社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９−

２
５
８−

７
８
８
８

FAX
０
９
９−

２
５
０−

９
３
６
３

ॅ୐΍૔ݿͳͲΛऔΓյͨ͠ࡍ͸ɺ೥಺ʹ
୲౰܎΁ʮՈ԰ҟಈಧʢ໓ࣦಧʣʯͷఏग़Λ͓
ɻ͢·͍͠ئ
　৬һ͕ݱ஍Λ֬ೝ͠ɺྩ࿨̔೥౓ͷ՝੫୆ா
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建物を取り壊したときは届け出を
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令
和
８
・
９
年
度
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

令
和
８
・
９
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
や
測
量
・
設
計
・
物
品
の
納
入

な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
申
請
書
類

を
提
出
し
、
資
格
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

受
け
付
け
期
間

11
月
４
日
（
火
）
～
12

月
26
日（
金
）※
土
日
祝
を
除
く（
必
着
）

受
け
付
け
場
所

財
政
課
管
財
係
（
電
子

申
請
）

受
け
付
け
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

登
録
業
種
（
１
）
建
設
工
事
（
２
）
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
（
３
）
そ
の

他
・
物
品

有
効
期
間

令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和

10
年
３
月
31
日
の
２
年
間

※
詳
細
情
報
・
書
類
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知
財
政
課
管
財
係

令
和
８
年
の
「
裁
判
員
候
補
者
」

ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
」

に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま

す
。
選
定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、
11

月
中
旬
頃
に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の

記
載
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
検
察
審
査

員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」

が
届
き
ま
す
。

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
合
せ
先
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

［
問
］・
裁
判
員
▼
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑

事
部
裁
判
員
係

☎
０
９
９−

２
２
２−

７
１
５
７

・
検
察
審
査
員
▼
鹿
児
島
検
察
審
査
会

事
務
局　
　
　
　

☎
０
９
９−

８
０
８−

３
７
１
９

自
衛
官
募
集
に
係
る
情
報
提
供

を
望
ま
な
い
と
き
は
除
外
申
請

の
手
続
き
を

市
町
村
の
法
定
受
託
事
務
で
あ
る
自
衛

官
な
ど
の
募
集
事
務
に
つ
い
て
、
本
市
も

広
報
宣
伝
な
ど
に
協
力
し
、
法
令
に
基
づ

い
て
毎
年
募
集
対
象
者
の
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
自
衛
官
募
集
に
係
る
情
報
提

供
を
望
ま
な
い
方
は
、
除
外
申
請
を
し
て

い
た
だ
く
と
自
衛
隊
に
提
供
す
る
情
報
か

ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
提
供
す
る
個
人
情
報
は
、
適
切
な
管
理

を
徹
底
し
て
お
り
、
募
集
対
象
者
の
確
認

の
み
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

対
象

本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
平
成
20

年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

内
容
氏
名
、
住
所
お
よ
び
性
別

申
請
方
法

申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
提
出

本
人
確
認

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
本
人
が

確
認
で
き
る
も
の
（
郵
送
に
よ
る
申
請

の
場
合
は
写
し
を
添
付
）

申
請
期
限
令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）

［
問
］
知
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
　

頴
・
川
支
所
地
域
振
興
係

お
知
ら
せ

お知らせ

ೆ۝भফ๷૊߹Ͱ͸ྩ࿨̓೥॓ࢦ　 ��݄̍೔ʢਫʣ͔ΒɺϚΠφอূݥΛ׆༻ͯ͠աڈͷड਍ྺ΍ༀࡎ৘ใͳ
ͲΛ೺Ѳ͠ɺօ͞ΜΛΑΓԁ׈ʹҩྍؔػ΁ൖૹ͢ΔͨΊͷऔΓ૊ΈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
　ͳ͓ɺຊ࣮ূۀࣄ͸૯຿লফ๷庁͕શࠃશͯͷফ๷ຊ෦ͱ࿈͢ࢪ࣮͠ܞΔ΋ͷͰ͢ɻ

マイナ救急実証事業を実施しています

マイナ救急を活用するメリット
　͍ͭɺंٸٹΛݺͿ͜ͱʹͳΔ͔෼͔Γ·
ͤΜɻ
　ࣗ͝਎ͷ໋ΛकΔͨΊʹ΋マイナ保険証の
登録と携行Λ͓͍͠ئ·͢ɻ
　ৄ͘͠͸ɺԼه·Ͱ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

ʦ໰ʧ॓ࢦ�ೆ۝भফ๷૊߹ফ๷ຊ෦ܯ�๷՝　☎ ������������

えいのゴッソイまつり開催！×頴娃高校デザイン「ゴッソイポロシャツ」販売中！
　ୈ ��ճ͍͑ͷΰοιΠ·ͭΓ͕ ��݄ �� ೔ʢ೔ʣʹ։͞࠵Ε·͢ʂ頴娃ʹॅΉΈΜͳ͕ΰοιΠʢશ෦ͷ
ҙຯʣͻͱͭʹͳͬͯେ੝Γ্͕Γؒҧ͍ͳ͠ʂ
　　೔࣌ɿྩ࿨̓೥ ��݄ ��೔ʢ೔ʣޕલ ��࣌ʙ࣌̒ޙޕ ��෼ʢՖՐେձ͸͔࣌̒ޙޕΒʣ
　　৔ॴɿ頴娃ӡಈެԂ

ϙϩγϟͨ͠ྗڠΞʔτ෦ͷօ͞Μ͕σβΠϯߍߴճ͸頴娃ࠓ　
π΋ൢചʂ
ʮ͍͑εϙʔπʯʮ頴娃঎޻ձʯʹ͓ͯٻΊ͍͚ͨͩ·͢ɻ
ˎ̍ຕ �
��� ԁʢ੫ࠐʣ
ˎ৭͸ࠇ �৭ͷΈ　
ˎαΠζ͸ 4ʙ �-

ʦ໰ʧೆ۝भࢢ঎޻ձ頴娃ࢧॴ　☎����ʵ��ʵ����
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お知らせ

ʦ໰ʧ�知 ܎ը՝�γεςϜ؅ཧا�

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111
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お知らせ 相  談

։ઃ೔࣌
໦༵೔࣌�ޙޕ���෼ʙ11࣌�ޙޕ月20日・12月18日
೔༵೔ޕ�લ�࣌��෼ʙਖ਼ޕ 11月９日・12月14日
։ઃ৔ॴ
頴娃ɾ知覧ɾ川辺庁舎ͷࢢຽ͓܎Αͼࢢຽੜ܎׆
˞Χʔυͷड͚औΓʹདྷΒΕΔํ͸ɺަ෇௨知ͷ
ϋΨΩͱඞཁॻྨΛ͍࣋ͩ͘͝͞ࢀɻ
˞ϚΠφϯόʔΧʔυʹؔ͢Δ͜ͱҎ֎͸ɺड͚
෇͚ΒΕ·ͤΜɻ

夜間および日曜開庁で
マイナンバーカードの交付や
申請をサポートします！

ʦ໰ʧ�川 �頴ɾ知　܎ຽࢢ�՝׆ຽੜࢢ ܎׆ຽੜࢢॴࢧ�

〇すべて無料！（申請・写真撮影・交付）
˞ฆࣦͳͲʹΑΔަ࠶෇Λআ͘

裁判所の調停委員による調停無料相談会

ʦ໰ʧ�ࣛࣇౡ஍ํɾՈఉࡋ൑ॴ知覧ࢧ෦
　　�知覧؆қࡋ൑ॴ಺　知覧ௐఀڠձ
　　　☎ ������������

૬ஊ͸ແྉͰൿີ͸͘ݻकΒΕ·͢ɻ༧໿ෆཁɻ
೔࣌ �� ݄̕೔ʢ೔ʣޕલ ��࣌ʙ࣌̏ޙޕ
৔ॴ ຽަྲྀηϯλʔͻ·ΘΓؗࢢ�
૬ஊ಺༰
཭ࠗɺҨ࢈૬ଓɺ౔஍ڥքͳͲͷௐఀखଓ͖

11 月 12 日～ 25 日は
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

　๫ྗ͸ɺ਌͍ؒ͠ฑͰ͋ͬͨͱͯ͠΋ɺͲΜͳ৔
߹Ͱ͋ͬͯ΋͚ͬͯ͠͞ڐΕΔ΋ͷͰ͸͋Γ·ͤΜɻ
ಛʹɺ഑ऀۮͳͲ͔Βͷ๫ ʢྗ%7ʣ΍ੑ൜ࡑɾੑ ๫ྗɺ
ετʔΧʔߦҝɺചങय़ɺਓ਎औҾɺηΫγϡΞϧɾ
ϋϥεϝϯτͳͲঁੑʹର͢Δ๫ྗ͸ɺॏେͳਓݖ
৵֐Ͱ͢ɻ
ʻ૬ஊઌʼ഑ऀۮ΍࿀ਓ౳͔Βͷ๫ྗʹ೰ΜͰ͍Δ

ํ͸·ͣ૬ஊΛʂ
ి࿩૬ஊɿ%7૬ஊφϏ
　　　　　ʮ̅ ����ʢ͸ΕΕ͹ʣʯɺ
%7૬ஊʴʢϓϥεʣʮ������������
　　　　　　　　　　　ʢ��࣌ؒड෇ʣʯ
ϝʔϧɾνϟοτͰͷ૬ஊɿ%7૬ஊʴʢϓϥεʣ

無料調停手続相談会のお知らせ

ʦ໰ʧ�ࣛࣇౡௐఀڠձ࿈߹ձ
Լொࢁࢢౡࣇࣛ ��൪ ��߸
☎�������������ʢࣛࣇౡ஍ํɾՈఉࡋ൑ॴ૯຿՝ʣ

˞͓ి࿩ͷࡍ͸ɺʮແྉௐఀखଓ૬ஊʹؔ͢Δ໰͍߹Θͤ
Ͱ͢ʯͱ͓఻͍͑ͩ͘͞ɻ

　ௐఀखଓͷ۩ମతͳ಺༰΍खଓΛར༻͢Δํ๏ʹ
͍ͭͯɺແྉͰ૬ஊʹԠ͡·͢ɻ༧໿͸ෆཁͰɺ૬
ஊऀͷൿີ͸͘ݻकΒΕ·͢ɻ
૬ஊ಺༰ �ަ௨ނࣄʹΑΔଛ֐ഛঈɺ౔஍ݐ෺ͷചങɾ
ৡ౉ɺۚમͷିआɺ౔஍ͷڥքͳͲΛΊ͙Δຽࣄ
্ͷ΋Ί͝ͱ΍ɺࠗ ҽɺ཭ࠗɺ෉්ؔ܎ɺ਌܎ؔࢠɺ
ැཆɺ૬ଓͳͲɺՈ଒ɾ਌଒ؒͷ΋Ί͝ͱͳͲʹ
͍ͭͯͷௐఆखଓ
೔࣌���݄��೔ʢ໦ʣޕલ �� ࣌ �� ෼ʙ࣌̏ޙޕ
৔ॴ ߸ੜொ̏൪̍ۚࢢౡࣇࣛ�

ࣨަࣾ　֊̓ؗ߸̍　԰ܗࢁ
ਃ͠ࠐΈ �༧໿ෆཁʢձ৔ड͚෇͚ʣ

無料調停相談会のお知らせ

ʦ໰ʧ॓ࢦ�ௐఀڠձ　☎ ������������

೔࣌ �� ݄ �� ೔ʢ౔ʣ
લ࣌̕ޕ　　　 ��෼ʙ࣌̌ޙޕ ��෼
ड͚෇͚ �౰೔ɺձ৔Ͱ͍ߦ·͢ɻ
৔ॴ ຽؗެ۠ߍ༄ాࢢ॓ࢦ�
૬ஊ಺༰ �ަ௨ނࣄʹΑΔଛ֐ഛঈɺ౔஍ݐ෺ͷചങɾ
ৡ౉ɺۚમͷିआɺ౔஍ͷڥքͳͲΛΊ͙Δຽ্ࣄ
ͷ΋Ί͝ͱ΍ɺࠗҽɺ཭ࠗɺ෉්ؔ܎ɺ਌܎ؔࢠɺ
ැཆɺ૬ଓͳͲɺՈ଒ɾ਌଒ؒͷ΋Ί͝ͱͳͲʹͭ
͍ͯͷௐఆखଓ
୲౰ऀ �ຽࣄௐఀҕһɺՈࣄௐఀҕһ
˞૬ஊऀͷൿີ͸͘ݻकΒΕ·͢ɻ

お口の健康を守ろう
“いいな，いい歯”無料歯科健診・相談

　ೆࣃࡵՊҩࢣձͰ͸ɺʮl͍͍ͳɼ͍͍ࣃ zແྉࣃ
Պ݈਍ɾ૬ஊʯΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ�
೔࣌��� ݄̓೔ʢۚʣɾ̔೔ʢ౔ʣ
৔ॴ�ೆࣃࡵՊҩࢣձձһͷ֤ࣃՊҩӃ
ର৅�༮͔ࣇΒऀྸߴ·Ͱ͢΂ͯͷํ
಺༰ࣃ�ͷ݈߁૬ஊɺ͖͙ࣃɾࣃपපͷ૬ஊɺࣃͳ
Βͼͷ૬ஊɺೖΕࣃͷ૬ஊɺ͕ߢޱΜͷ૬ஊɺޱ
ͷ૬ஊױ೪ບ࣬ߢ
͍ئՊҩӃ΁ి࿩༧໿Λ͓ࣃ๬͞ΕΔํ͸ɺ֤ر˞
͠·͢ɻ
˞ड਍͞Εͨํʹ͸ࣃϒϥγΛ্ࠩ͛͠·͢ɻଟ਺
ͷड਍Λ͓଴͓ͪͯ͠Γ·͢ɻ

ʲೆࣃࡵՊҩࢣձձһͷࣃՊҩӃʳ
　ʓ頴娃஍Ҭ
　　川ฏࣃՊɺࣃؠࠇՊҩӃɺͻ·ΘΓࣃՊΫϦχοΫɺ
༑ѪࣃՊΫϦχοΫ

　ʓ知覧஍Ҭ
　　ேࣃ۾ՊҩӃɺ͍Δ͔ࣃՊҩӃɺΫϩʔόʔσϯλ
ϧΫϦχοΫɺͻ͠͡·ࣃՊҩӃ

　ʓ川辺஍Ҭ
　　͔Θ͡ࣃՊΫϦχοΫɺ୩ࣃޱՊɺ౦σϯλϧΫϦχο
ΫɺਂொࣃՊҩӃɺ౻࡚ࣃՊҩӃɺࢁຊࣃՊҩӃ　

ʦ໰ʧ�知覧อ݈ηϯλʔ　☎ ������������

ʦ໰ʧ知 �·ͪͮ͘Γਪਐ՝ڞ�ੜڠಇਪਐ܎
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南
薩
地
域
で
は
「
知
覧
大
工
」「
川
辺

仏
壇
」「
加
世
田
鍛
冶
」「
阿
多
張
キ
セ
ル
」

の
よ
う
に
地
域
名
と
そ
の
地
域
を
代
表

す
る
職
業
や
産
業
を
組
み
合
わ
せ
た
呼

び
名
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ッ
ド

ン
（
大
工
殿
）・
カ
ッ
ド
ン
（
鍛
冶
殿
）・

イ
シ
ャ
ド
ン
（
医
者
殿
）
な
ど
、
職
業

に
「
殿ど
ん

」
を
付
け
て
呼
ば
れ
る
も
の
は
、

江
戸
時
代
、
薩
摩
藩
で
は
武
士
が
担
っ

て
い
た
職
業
で
す
。

知
覧
大
工
は
、
江
戸
時
代
に
知
覧
郷

在
住
の
武
士
が
副
業
と
し
て
大
工
を

行
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
毎

年
７
月
９
日
・
10
日
に
開
催
さ
れ
る
豊

玉
姫
神
社
の
「
水
車
か
ら
く
り
」
や
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
用
で
き
る
「
傘
提

灯
」
な
ど
、
知
覧
独
特
の
建
築
で
あ
る

「
知
覧
型
二
ツ
家
」
は
、
知
覧
大
工
の
技

術
の
高
さ
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。

川
辺
町
の
産
業
の
一
つ
で
あ
る
川
辺

仏
壇
は
、
昭
和
50
年
に
国
の
伝
統
工
芸

品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。「
木
地
」・「
彫

刻
」・「
宮
殿
」・「
金
具
」・「
蒔
絵
」・「
塗

り
」・「
仕
上
げ
」
の
7
つ
の
工
程
に
分

業
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

鹿
児
島
弁
で
洞
窟
の
事
を
「
ガ
マ
」

と
呼
び
ま
す
。「
ガ
マ
戸
」
と
呼
ば
れ
る

仏
壇
は
タ
ン
ス
の
よ
う
な
外
観
で
、
扉

を
開
く
と
金
箔
が
施
さ
れ
た
内
装
が
ほ

ど
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
薩

摩
藩
で
は
浄
土
真
宗
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
た
め
、
夜
に
洞
窟
な
ど
で
念
仏
を
唱

え
た
こ
と
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。

近
年
は
、
生
活
様
式
の
変
化
に
合
わ

せ
た
小
型
の
仏
壇
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工

程
の
技
術
を
活
か
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
な

ど
の
新
た
な
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

知
覧
町
出
身
の
民
俗
学
者
・
下
野
敏

見
先
生
は
「
南
薩
は
職
人
の
宝
庫
」
と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
に
恵
ま
れ
た

豊
富
な
素
材
と
、
職
人
た
ち
の
創
意
工

夫
に
よ
る
優
れ
た
技
術
が
現
在
も
伝
承

さ
れ
て
い
ま
す
。

［
問
］
知
文
化
財
課
文
化
財
係

第
19
回

南
薩
は
職
人
の
宝
庫

傘提灯

水車からくり作業風景

知覧型二ツ家

伝吉田作元祖仏壇
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ਤॻؗͩΑΓ

　೔ຊ೥͔ۚߏػΒɺʮࣾձอݥྉʢࠃຽ೥ۚอݥྉʣ߇আূ໌ॻʯ͕ର৅ऀѼʹൃૹ͞Ε·͢ͷͰɺ͓खݩʹಧ͖·
ͨ͠Βɺେࣄʹอ؅͠ɺ೥຤ௐ੔΍֬ఆਃࠂͷ࢖ʹࡍ༻͍ͯͩ͘͠͞ɻૹ෇εέδϡʔϧ͸࣍ͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

˞೥ۚ૬ஊ͸׬શ༧໿੍ͷͨΊɺࣄલʹࣛࣇౡೆ೥ۚࣄ
຿ॴʢ☎ ������������ʣ΁༧໿͍ͯͩ͘͠͞ɻͦͷ
೥ۚ൪߸ΛਘͶΒΕ·͢ͷͰɺ年金手帳や年ૅجɺࡍ
金証書、基礎年金番号通知書などの番号がわかる書類
Λ͓खݩʹ͝४උ͍ͩ͘͞ɻ
　˞ৄ͘͠͸೔ຊ೥ۚߏػϗʔϜϖʔδΛ
　　͝覧͍ͩ͘͞ɻ‎‎‎‎‎‎‎‎‎‎

移動年金相談所

知覧図書館�☎������������　　頴娃図書館�☎������������　　　川辺図書室�☎������������

ʦ໰ʧ�川 頴　܎ຽࢢ�՝׆ຽੜࢢ� 知 ܎׆ຽੜࢢ�ॴࢧ�

ʘΘͨ͠ͷ͓͢͢
Ίຊ঺հʗ

『しゅくだいクロール』

お知らせ

ॴڀݚॹ　ग़൛ࣾ���1)1ؠɾֆ���෱ా࡞
ӭ͛ͳ͔ͬͨ͠ΐ͏͕ͨɺӭ͗ͷಘҙͳ༑ୡʹڭΘΓ
ͳ͕Βɺ࿅शΛ͕Μ͹Δͱ͜Ζ͕͓͢͢ΊͰ͢ɻ

����দా͞࠼�Μ

国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です

〇 11月 13日（木）　 指宿市役所　第１会議室
　※相談時間：午前 10時～午後３時
〇 11月 20日（木）　 ふれあいかせだ（１階）
　　　　　　　　　　　研修室１・２
　※相談時間：午前９時 30分～午後３時
〇 11月 27日（木）　 ちらん夢郷館　専門技術研修室
　※相談時間：午前 10時～午後３時

11月の休館日
知ཡਤॻؗɹ݄༵ɹ̑೔ʢਫʣ��೔ʢਫʣ��೔ʢਫʣ
頴ѧਤॻؗɹՐ༵ɹ��೔ʢ໦ʣ
川ลਤॻࣨɹՐ༵ɹ��೔ʢ໦ʣ
˞͍͑ͷΰοιΠ·ͭΓ͕։࠵ͷ৔߹ɺ頴ѧਤॻؗ͸ɺ
��݄ ��೔ʢ೔ʣ͸ؗٳʹͳΓ·͢ɻ
��݄ �೔ʢ݄ʣͷจԽͷ೔ɺ��೔ʢ೔ʣͷۈ࿑ँײͷ೔ɺ
��೔ʢ݄ʣͷৼସٳ೔͸ɺશؗɾࣨ։͍ؗͯ͠·͢ɻ

〈川辺図書室のお知らせ〉

〈知覧図書館のお知らせ〉

リサイクル市 11月1日（土）～11月30日（日）
ର৅ɿ����೥�݄ʙ����೥�݄ʹൃ͞ߦΕͨࢽࡶ
˞��݄�೔ʢ౔ʣʙ��݄��೔ʢ౔ʣ·Ͱ͸ೆ۝भॅࡏࢢͷ
ํͷΈɻ͜ͷؒظத͸ɺ͓Ұਓ༷̍λΠτϧ̎࡭ɾ߹ܭ
Ͱɻ·࡭̒
˞��݄��೔ʢ೔ʣʙ��݄��೔ʢ೔ʣ͸ͲͳͨͰ΋Կ࡭Ͱ΋ɻ

秋の図書館コンサート
೔࣌ɿ11月23日（日）14：00～
ͲͳͨͰ΋ແྉͰࢀՃͰ͖·͢ɻ

『あーっとかたづけ』
தୡ໵　ग़൛ࣾ���෱Իؗॻళా���࡞
ՆٳΈʹʮΈͨͯͷ͘ΈͨͯʯΛͯͬߦʹݟɺ͓΋͠
Ζ͔ͬͨͷͰ͔ΓͯΈ·ͨ͠ɻಡΜͰ͍ͨΒɺ΅͘΋
Έͨ͘ͳΓ·ͨ͠ɻͯͬ࡞

������দా�େً͞Μ

ৄ͍͠৘ใ͸ೋ࣍ݩίʔυΛಡΈ
औͬͯ֬͝ೝ͍͔ͨͩ͘ɺ֤ؗŋࣨ
ʹ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

ൃૹ࣌ظ ର৅ऀ

ᶃ ྩ࿨̓೥ ��݄Լ०͔Β ��্݄०ʹ͔͚ͯॱ࣍ൃૹ ྩ࿨̓೥݄̍̍೔͔Βྩ࿨̓೥݄̕ �� ೔·Ͱͷؒʹࠃຽ
೥ۚอݥྉΛೲ෇͞Εͨํ

ᶄ ྩ࿨̔೥্݄̎० ྩ࿨̓೥ ��݄̍೔͔Βྩ࿨̓೥ ��݄ �� ೔·Ͱͷؒʹࠃ
ຽ೥ۚอݥྉΛೲ෇͞Εͨํʢᶃͷର৅ऀ͸আ͖·͢ʣ

　ͳ͓ɺ͝Ո଒ʢ഑ऀۮ΍͓༷ࢠͳͲʣͷෛ୲͢΂͖ࠃຽ೥ۚอݥྉΛࢧ෷͍ͬͯΔ৔߹͸ɺࣗ͝਎ͷࠃຽ೥ۚอݥྉ
ʹՃ͑ɺͦͷอݥྉʹ͍ͭͯ΋߇আ͕ड͚ΒΕ·͢ɻ
ຯํͱ͍ڧͳͲɺສҰͷͱ͖ʹ΋৺ނࣄ͸΋ͪΖΜෆྀͷޙຽ೥੍ۚ౓͸ɺ੫๏্ͱͯ΋༗རͳ͚ͩͰ͸ͳ͘ɺ࿝ࠃ　
ͳΔ੍౓Ͱ͢ɻอݥྉ͸ೲΊ๨Εͷͳ͍Α͏ɺ͖ͪΜͱೲΊ·͠ΐ͏ʂ

ʲ໰͍߹ΘͤઌʳͶΜ͖ΜՃೖऀμΠϠϧʢφϏμΠϠϧʣ������������
˞���͔Β࢝·Δి࿩ͷ৔߹͸ɺʢ౦ژʣ������������
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うぶごえ おくやみ
݄̕ड෇෼ʢܟশུʣ

頴娃地域
出生児 保護者 自治会

瀬　川　維
い

斗
と

志
し

大志 瀬谷
瀬　川　志

ゆき

斗
と

諄志 三俣
福　留　彩

さ

功
く

信介 三俣
大　坪　白

は

空
く

翔馬 下門

知覧地域
出生児 保護者 自治会

大川畑　百
も

華
か

幸来 川床
橋　詰　篤

あつ

人
と

達也 新町
竹　田　諒

りょう

真
ま

圭祐 新町

川辺地域
出生児 保護者 自治会

榎　木　奏
か

乃
のん

卓也 平山中
竹　間　世

せ

起
お

千鶴 大山
片　平　　陸

りく

一成 下山田西
下　川　結

ゆ

愛
な

千愛 川辺管内

管　　外
出生児 保護者 自治会

　盛　　寛
かん

太
た

賢喜 大島郡喜界町

݄̕ड෇෼ʢܟশུʣ

頴娃地域
故　人 年齢 自治会

濵　﨑　憲　子 78 長崎

田　口　俊　和 79 前原

原　田　貞　子 91 三俣

吉　﨑　正　行 97 吉崎

若　林　美　尊 81 石垣

中　村　博　一 78 石垣

岩　下　ユ　ク 84 次下

鮫　島　節　子 83 麓

新　原　テ　ル 88 只角

加治佐　重　善 92 加治佐

知覧地域
故　人 年齢 自治会

和　田　良　昭 84 和田

山　口　友　治 86 浮辺

霜　出　重　子 90 塗木

東垂水　チ　エ 96 東垂水

中木原　サエ子 95 中木原

白　澤　タツ子 86 新町

川辺地域
故　人 年齢 自治会

河　村　靜　子 88 諏訪下

外　 　洋　一 73 松元

古　市　千代子 88 古市

鶴　田　アツ子 92 下山田西

橋　口　溜　成 30 上山田中福良

松木田　ヱ　フ 94 本別府大久保

六反田　テ　ル 99 高田

射手園　耕　一 69 宮中福良

四反田　 　美 77 山添

日　置　ヨネ子 100 松尾城

鶴　田　幸　一 92 迎方

中　森　ノリ子 80 古殿

福　元　　勇 81 野間里

圖師田　トシ子 93 野間里

有　薗　久　美 91 川辺管内

短

歌

【
頴
娃
歌
会
】

征
き
し
兄
空
箱
一
つ
帰
り
来き

ぬ

名
誉
と
言
は
れ
涙
呑の

む
父
母郡

山

セ
ツ
子

待
ち
わ
び
し
池
上
彰
の
講
演
は（
九
十
分
）

飲
水
せ
ず
に
才
気
煥か
ん

発ぱ
つ

松
尾

冨
美
子

【
知
覧
短
歌
会
】

眠
気
さ
す
真
昼
の
暑
さ
や
夫
に
寄
る

甘
な
ぶ
る
猫「
背せ
な

を
な
で
て
よ
」

山
口

和
恵

雄
大
な
向
日
葵
畑
枯
れ
果
て
て

夏
の
思
ひ
出
置
き
て
去
り
ゆ
く

内
門

リ
ツ
子

俳

句

【
広
瀬
川
句
会
】

吾
の
道
心
中
に
問
ふ
老
い
の
秋佐野

未
知
子

熱
帯
夜
地
球
の
未
来
憂
う
る
や四元

力
子

݄ ࠩ͠ԡ͑͞
਺݅ࢪ࣮

಺ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ༁ ૞ࡧ༬ஷۚ ༩څ อݥ ෆಈ࢈ ͦͷଞ
݄̐ʙ݄̔ ��� ��� ̍ � ̌ � �

಺ʹೲΊ͍ͯΔେଟ਺ͷօ͞ΜͱͷެฏੑΛ֬อ͢ΔͨݶظͰ͸ɺೲࢢ　
Ίɺ଺ೲॲ෼ΛڧԽ͠ɺ଺ೲͷղফʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ
˕�ೲ੫ʹؔ͢Δ૬ஊɹࣦۀɾපؾͳͲʹΑΓҰ౓ʹೲ੫͢Δ͜ͱ͕ࠔ೉ͳ
ํ΍ऩೖ͕ͳ͍ํ͸ɺਵ࣌ɺೲ੫૬ஊΛड͚෇͚͍ͯ·͢ɻ

市税の案内

ʦ໰ʧ�頴 �੫຿՝�ऩೲର܎ࡦ

ストップ！ 滞納 ➡ ０［ゼロ］
令和７年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数 （件）

　೔༵ɾॕ೔ʹ͝ՈఉͰٸۓʹਫಓͷमસΛґཔ͍ͨ͠
৔߹͸ɺ౰൪ళΛ֬ೝͯ͠͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

市営住宅の入居者募集

日曜・祝日水道修繕当番店（11月）

　ड͚෇͚Λɺ10月 27日（月）
～ 11月７日（金）ʹ͍ߦ·͢ɻ
˞ৄ͘͠͸ɺࢢϗʔϜϖʔδΛ
͝覧ʹͳΔ͔ɺ୲౰܎΁͓໰
͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

ʦ໰ʧ�知 �౎ࢢ੓ࡦ՝ࢢ�Ӧॅ୐܎

◆10月の税金は
ʢී௨௃ظྉ̒ݥอޢʢී௨௃ऩʣɺհظ੫̒ݥอ߁ຽ݈ࠃɺظຽ੫̏ݝࢢ　
ऩʣɺऀྸߴظޙҩྍอݥྉ̒ظʢී௨௃ऩʣͰ͢ɻ
ศརͳ࠲ޱৼସΛޚར༻ͩ͘͞ ʢ͍࠲ޱৼସ
��݄��೔ɾ࠶ৼସ��݄̑೔˞ࣄલʹߴ࢒Λ
ೝ͍ͩ͘͞ɻʣ֬ޚ
　֤छΩϟογϡϨεೲ෇΋͝ར༻Ͱ͖·͢ɻ

ʦ໰ʧ�頴 �੫຿՝ࢢ�ຽ੫܎

川ล஍Ҭ 知ཡ஍Ҭ 頴ѧ஍Ҭ

᷃௽ాਫಓઃඋ ຀ఴిث঎ձ 川࡚ਫಓ

ʢձࣾʣ�������
ʢࣗ୐ʣ������� ������� �������
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͓ख਺Ͱ͕͢
��� ԁ੾खΛ
͓షΓ͍ͩ͘͞

˞ ��ԁ੾खͰ΋
༣ૹՄೳͳ৔߹΋
͋Γ·͢ɻ

20 3 9798
POST CARD

ϑϦΨφ
໊ࢯ͝˕

೥ྸʗ　　　　　　　　ࡀ
هͷ৔߹ͷ໊͓લͷදࡌܝࢴใ޿

ຊ໊ɾಗ໊ɾΠχγϟϧ

ϖϯωʔϜʢ　　　　　　　　ʣ

΋Β͍·͢ɻͯͤ͞ࡌهೖ͕ͳ͍৔߹ɺ໊࣮Ͱه˞
˕͝ॅॴ　˟　　　ʵ

ి࿩ʢ　　　　　ʣ　　　　ʵ

南九州市役所
企画課 行

ೆ۝भࢢͷ৘ใ͸ɺϗʔϜϖʔδ͔ΒͰ΋
͝覧ʹͳΕ·͢ɻ
ϗʔϜϖʔδ
IUUQT���XXX�DJUZ�NJOBNJLZVTIV�MH�KQ�
·ͨ͸ϞόΠϧαΠτ

εϚʔτϑΥϯ΍λϒϨοτ͔Β΋ɺ
ೆ۝भࢢͷ৘ใΛ͝覧͍͚ͨͩ·͢ɻ

ʯͷҰͭͰɺ知覧ொத෦஍ࣄߦ໷ޒຎͷेࡵʮೆࡒຽଏจԽܗఆແࢦࠃ　
ҬͰ఻ঝ͞Ε͍ͯΔʮιϥϤΠʯ͕੉ੈ্ެຽؗɾத෱ྑ஍۠ެຽؗɾଧ
ग़ެޱຽؗͰ։͞࠵Ε·ͨ͠ɻ
　ιϥϤΠ͸ɺ݄̔ྐྵچ��೔ͷेޒ໷ʹɺ๛࡞ΛॕͬͯϫϥͰͨͬ࡞๧ࢠ
΍ຸࠊΛ਎ʹ͚ͭͯགྷΔ΋ͷͰɺ૬๾ͷ࢛ވͷܕݪͱ΋ݴΘΕ͍ͯΔ΋ͷ
Ͱ͢ɻʮͦΕ͸ྑ͍ʯΛҙຯ͢ΔʮιϥϤΠʯͷ͔͚੠Ͱ࢛ވΛ౿ΉΑ͏
ͳགྷΓΛ൸࿐͠·ͨ͠ɻ
͔ͭͯ͸খֶੜɾதֶੜͷஉ͕ࢠ୲͍खͱͳΓɺ知覧ொத෦஍ҬͰ͘޿

఻ঝ͞Ε͍ͯ·͕ͨ͠ɺࡏݱ͸͔̏ॴʹͳ͍ͬͯ·͢ɻগࢠԽͷӨڹͰ୲
͍ख͕ݮগ͍ͯ͠Δ΋ͷͷɺ੉ੈ্΍த෱ྑͰ͸ঁࢠ΋ࢀՃ͢ΔͳͲ఻ঝ
ͷͨΊͷऔΓ૊ΈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
　͜ͷ೔͸ɺࢢ಺֤஍Ͱ૬๾΍ߝҾ͖ͳͲͷेޒ໷ߦ͕ࣄߦΘΕ·ͨ͠ɻ
͜Ε͔Β΋ɺ஍Ҭͷ఻౷͕ࣄߦଓ͘͜ͱΛ͍ͯͬئ·͢ɻ

今回は、ソラヨイを調査しました。
月明かりのもと、秋の実りがお供えされ、子どもたちの元気な声
が響くひとときでした。

File.161

ʂࡒຽଏจԽܗఆແࢦࠃ

みなさまからの
おたよりを
お寄せください。

ιϥϤΠΛௐࠪ ��

˛ଧग़ެޱຽؗ

˛த෱ྑ஍۠ެຽؗ ෺˛੉ੈ্ެຽؗ͑ڙ͓˛
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ӈͷ23ίʔυΛಡΈऔ
Γɺ޿ใࢴΛಡΜͩײ૝ɺ
਎ۙͳ࿩୊ͳͲʰ͓ͨΑ
ΓʱΛ͓͍ͩͤ͘͞دɻ

南九州市
ホームページからも
『おたより』受け付けます

ʪྩ࿨ �೥ ��݄ �� ೔ফҹ༗ޮʫ
౰બ͸ൃૹΛ΋ͬͯ୅͍͖͑ͤͯͨͩ͞·͢ɻ

˞ϓϨθϯτ඼Λఏ͚͍ͩͨڙΔํΛืू͠·͢ɻاը՝޿ใ౷܎ܭ　☎ �������������　˞͓ͨΑΓ͸޿ใ౷܎ܭ·Ͱ͓͍ͩͤ͘͞دɻ

ॅɹɹॴɹೆ۝भࢢ川ลொຊผ෎େٱอ
ిɹɹ࿩ɹ�������������ʢ஍Ҭੑ׆Խ୲౰ɹ౦ಞʣ
̝ɹɹ̥ɹIUUQT���XXX�IJNBXBSJ�PPLVCP�DPN

ຊผ෎େٱอ࣏ࣗձ

લʹϥδΦମૢΛओਓͱۈɺग़ۙ࠷　
Ұॹʹ͍ͯ͠·͢ɻࢠͲ΋ͷ͜Ζ͔Β
知͍ͬͯΔ͸ͣͷମૢͳͷͰ͕͢ɺҙ
֎ʹ΋ؒҧ͍֮ͬͯ͑ͯΔ͜ͱʹ͕ؾ
෇͘͜ͱͰ͢ɻ
　知͍ͬͯΔΑ͏Ͱ知Βͳ͍ϥδΦମ
ૢͰΈͳ͞Μ΋਎ମΛಈ͔ͯ͠Έ·ͤ
Μ͔ɻ
ʢϖϯωʔϜ　͓͹ͪΌΜ΋ؤுͬͯΔ
Α͞Μʣ

　CBOEQBSL͔ΒோΊΔࡵຎ෋࢜ͷோΊ
͸ɺେมඒ͍͠ோΊͰ͢ɻΩϟϯϓ৔
΋උ͑ͨॆ࣮ͨ͠ࢪઃͰ͋Γɺॅຽͷ
ํΛત·͍͘͠ࢥ·͢ɻ ʢ$�.͞Μʣ

　͢͜΍͔ϨγϐͰɺ͔ͬͺম͖෩Λ
ఉʹ͋Δγιͷ༿ͱ͔΅ͪΌͱχΨ΢
ϦΛೖΕͯͯͬ࡞৯΂·ͨ͠ɻ
　ͱͯ΋͓͍͘͠ग़དྷ্͕Γ·ͨ͠ɻ
　͓ͨΑΓʹཬؼΓग़࢈Ͱ໭ΒΕͨํ
ͷจΛಡΈɺೆ۝भࢢͷօ͞Μ༏͍͠
ํ͕ଟ͍Ͱ͢ΑͶɻ
ͱ͏ࢥ͏͖ͦͯͯͬؼ΋ࣛ԰͔Βࢲ　
͜ΖͰͨ͠ɻ

ʢϖϯωʔϜ　ΫοΩʔ͞Μʣ

　͓ͨΑΓΛ͓͍͍ͨͩͨͤدօ͞Μɺ͋Γ͕
ͱ͏͍͟͝·ͨ͠ɻؾʹͳΔ͜ͱ΍঺հͯ͠΄
͍͜͠ͱͳͲɺօ͞Μͷ੠Λ͓ͨΑΓʹ͓ͤد
͍ͩ͘͞ɻ͓଴͍ͪͯ͠·͢ɻ
˞จষ͸ఴ͍ͩͨͯͤ͘͞࡟৔߹͕͋Γ·͢ɻ
ྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻ

ฤूهޙ

ຊผ෎େٱอ͸ɺաૄྸߴͷখ͞ͳूམͰ͕͢ɺಓ࿏ɾՏ川Ѫۀ࡞ޢ΍ɺ
൩ळʹ࡙͘ͻ·ΘΓͷ২࠿ͳͲɺ஍Ҭͷڥ؀อશͱ஍Ҭੑ׆Խʹ஍ҬҰମͱ
ͳͬͯऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ
　ං༯ͳ౔஍ͱன໷ͷפஆࠩɾྫྷ͍ͨਫͰҭͯͨʮେٱอఱۡถʯ͸ɺඒຯ
͍͠ͱධ൑ͷେٱอϒϥϯυถͰ͢ɻʢେٱอఱۡถ͸ɺ�� ݄Լ०͔Β ��
݄த०·Ͱ։͞࠵ΕΔʮͻ·ΘΓࡇΓʯͰൢച͍ͯ͠·͢ʣ

ຊผ෎େٱอ࣏ࣗձ͞ΜΑΓ
『大久保ブランドの新米』

おたよりΛͩͬͨ͘͞ํͷத͔Βɺ３ਓͷํʹϓϨθϯτʂ

　�� ݄̍೔Λج४೔ͱͨ͠ࠃ੎ௐ͕࣮ࠪ͞ࢪ
Ε͍ͯ·͢ɻࢢຽͷօ͞Μ΋ௐࠪ΁ͷ͋͝ྗڠ
Γ͕ͱ͏͍͟͝·ͨ͠ɻࠃ੎ௐࠪͷ݁Ռ͸ɺࠃ
΍౎ಓ෎ݝɾ۠ࢢொଜͰ͞͏ߦ·͟·ͳߦ੓෼
໺ͷࢿૅجྉͱͯ͠׆༻͞ΕΔ΄͔ɺڭҭ΍ܦ
Ε͓ͯ͞༺׆੓Ҏ֎ͷ෼໺Ͱ΋ߦಈͳͲɺ׆ࡁ
ΓɺͪͨࢲͷΑΓྑ͍฻Β͠΍ॅΈΑ͍֗ͮ͘
Γʹ໾ཱ͍ͬͯ·͢ɻ ʢେʣ

プレゼント&おたよりコーナー

সͬͨ͜ͱɺ਎ۙͳ࿩୊ͳͲ͓ॻ͖ۙ࠷ɺࣄه͍͠΄૝ɺऔΓ্͛ͯײΛಡΜͩࢴใ޿˗
͍ͩ͘͞ɻʢ޿ใࢴͰ঺հ͍ͤͯͨͩ͘͞৔߹͕͋Γ·͢ͷͰɺྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ʣ

˗ಡऀΞϯέʔτ
　��݄߸ͷ޿ใࢴͷதͰɺؾʹೖͬͨ΋ͷͷ൪߸̏ͭʹ˓ҹΛ͚͍ͭͯͩ͘͞ɻ
େਉ৆ʯͷ8ड৆࢈஍৆ʯͱʮ೶ྛਫ࢈஡඼ධձʮݝౡࣇࣛ　̎　　　　௕ͷ෦԰ࢢ　̍　

　̏　ௗ्ඃ֐Λ๷͙　　̐　ઓޙ ��೥　ळͷಛผاըల　　　　　̑　·ͪͷ࿩୊　
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΄૝ɺऔΓ্͛ͯײΛಡΜͩࢴใ޿　
সͬͨ͜ͱɺ਎ۙͳ࿩ۙ࠷ɺࣄه͍͠
୊ͳͲͳͲɺԿͰ΋͚ͬ͜͏Ͱ͢ͷͰɺ
͓ͨΑΓΛ͓͍ͩͤ͘͞دɻ
　��� ԁ੾खΛషͬͯϙετ͔Β༣ૹ
͢Δ͔ɺࢢ໾ॴͷ֤庁舎ʹઃஔͯ͋͠
Δʰ͝ҙݟശʱ΁͝౤വ͍ͩ͘͞ɻ
˞��ԁ੾खͰ΋༣ૹՄೳͳ৔߹͕͋Γ·͢ɻ

　·ͨɺ͝ఏݴ΍ΞΠσΞͳͲօ͞·
ͷ੠΋ʰ͝ҙݟശʱʹ͓͍ͩͤ͘͞دɻ

఺ઢʹԊͬͯ੾Γऔ͍ͬͯͩ͘͞ɻ‎
ʢ׭੡͸͕͖Ͱ΋Մʣ

みなさまからの
おたよりを
お寄せください。

͓ͨΑΓ
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祝迫　タタミふすま店重
頴娃町牧之内 3987-1　

　　畳替時、ダニの卵まで
殺菌乾燥処理できる店

タタミ・フスマ
障子・網戸張替

☎0993-36-2381

南九州市唯一

国家検定一級技能士が施工
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広
報 日 月 火 水 木 金 土

1
頴娃文化祭（～2日）
頴娃文化会館ほか

2 3 4 5 6 7 8
川辺文化祭（～3日）
marukawaホール

（川辺文化会館）

文化の日 母子手帳交付（頴娃）
9：30～11：00
頴娃保健センター　
行政相談
10:00～12:00
ひまわり館

母子手帳交付（川辺）
9：30～11：00
川辺保健センター

南九州市あかりの道標
～ちらん灯彩路～
17：30～20：30
武家屋敷庭園周辺

9 10 11 12 13 14 15
第36回かわなべ磨崖
仏まつりwith農業祭
8：30～16：00
清水岩屋公園
マイナンバーカード
交付・申請受付
8：30～12：00
各庁舎の市民係および
市民生活係　

母子手帳交付（知覧）
9：30～11：00
知覧保健センター
こころの健康相談（要予約）
13:30～16:30
川辺保健センター

育児・健康相談（知覧）
10:00～11：30
知覧保健センター

育児・健康相談（頴娃）
10:00～11：30
頴娃保健センター

育児・健康相談（川辺）
10：00～11：30
川辺保健センター

16 17 18 19 20 21 22
行政相談
9：00～12：00
知覧老人福祉センター
心配ごと相談
9：00～12：00
知覧老人福祉センター

行政相談
10：00～12：00
上別府地区公民館
母子手帳交付（頴娃）
9：30～11：00
頴娃保健センター

母子手帳交付（川辺）
9：30～11：00
川辺保健センター
マイナンバーカード
交付・申請受付
17：15～19：00
各庁舎の市民係および
市民生活係

23 24 25 26 27 28 29
勤労感謝の日
知覧茶マルシェ2025 
with 晩秋のおもてなし
10：00～15：00
知覧平和公園自由広場

振替休日 母子手帳交付（知覧）
9：30～11：00
知覧保健センター

30
第35回えいの
ゴッソイまつり
11：00～18：20
頴娃運動公園

子育て広場（参加自由）時間：10：00～12：00
■ プッチランド　11/4、11、18、25（知覧地区公民館）　■ 地域子育て交流館　11/5、6、11
■ 子育て広場つみき　11/7、14、21、28（地域子育て支援センターつみき）

11/6（利用者支援センターつみき）11/13（10：30～）（薗田農園）

点線にそってはさみで切り取り、冷蔵庫やコルクボード
などに貼って空欄に書き込むなど活用してみましょう。11月　くらしのカレンダー

※背景が黄色■の病院は所在地が市内にある医
療機関です。

※ 枕崎市立病院（0993-72-0303）小児診療
（10：00 ～ 17：00）枕崎市医師会サイトでご確認ください。

※ は指宿市、 は南さつま市、 は枕崎市にある医療機関です。
※休日当番医は変更になることがあります。県医師会サイトでご確認ください。

QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

11月 　 日 曜・祝 日 の 当 番 医 ☎市外局番（0993）

県医師会休日当番医

イベント情報を
市ホームページやSNSで紹介します。

詳しくは市ホームページをご覧ください。

南九州市LINE公式アカウント
ともだち登録募集中！

登録はこちらから➡

２
日
（
日
）

菊野病院 ［整形外科］56-1135
TEALANすこやかクリニック［内脳外リハ放］85-3967
指 指宿おおしげ内科 ［内科］23-0788
南 加世田ｼﾃｨｰ内匠眼科 ［眼科］53-2958
南 南さつま中央病院 ［内科］52-0202
枕 国見内科医院 ［内科］72-0066
枕 久木田整形外科病院 ［整形外科］72-3155

3
日
（
月・祝
）

松岡救急クリニック ［内・外科］78-3789
指 いぶすき内科 ［内科］23-3239
南 県立薩南病院 ［外科］53-5300
南 加藤小児科・内科 ［内・小児］52-2239
枕 　 小原病院 ［内・外科］72-2226

９
日
（
日
）

薩ケアほすぴたる ［内科］56-1155
指 福元医院 ［内科］22-3053
南 神前クリニック ［内科・肛門科］52-7771
南 なかやま脳神経外科 ［神経内脳神］53-8282
枕 枕崎市立病院 ［内科］72-0303
枕 尾辻病院 ［外科］72-5001
枕   森産婦人科 ［産婦人科］72-2134

16
日
（
日
）

鰺坂耳鼻咽喉科 ［耳鼻科］56-6222
橋口皮膚科 ［皮膚科］56-0707
まつやまクリニック ［内・外・胃］83-3927
指 池田診療所 ［外・内科］26-2101
南 有馬病院 ［外・内科］52-2367
南 小山クリニック ［内科］77-2225
枕 サザン・リージョン病院［内・外科］72-1351

23
日
（
日
）

かわなべ共立内科 ［内科］56-1100
こだま病院 ［精神内科］56-4111
指 大重内科 ［内科］34-1003
南 県立薩南病院 ［内科］53-5300
南 ふくいわ耳鼻咽喉科クリニック［耳鼻咽喉科］53-3387
枕 有山内科 ［内科］72-5811
枕 久木田整形外科病院 ［整形外科］72-3155

24
日
（
月・祝
）

小田代記念クリニック ［外・内・循・消］83-2677
指 幸南クリニック ［内科］25-6090
南 唐仁原内科クリニック ［内科］53-3500
南 松岡医院 ［耳・内科］52-2733
枕 茅野内科医院 ［内科］72-1006
枕 小原病院 ［内・外科］72-2226
枕 神園ひふ科クリニック ［皮膚科］73-2121

30
日
（
日
）

かりや内科クリニック ［内・呼・消・循］56-6133
南九州サザン・クリニック［内・消・循］83-1312
笹川医院 ［内・児・外・リハ］27-4122
指 こどもの森小児科クリニック ［内科］27-1010
指 指宿脳神経外科 ［外科］27-1177
南 友松内科クリニック ［内科］52-7331
南 眼科安田クリニック ［眼科］53-2002
枕 サザン・リージョン病院［内・外科］72-1351
枕 松山医院 ［耳鼻咽喉科］72-5050




